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◇講演要約◇情報化週間 国際講演 ・討論会より◇

将来 のオ フィスの基盤 に

衛星通信 のオ フ ィスに与 える影響

エ トナ.ラ イ フ&カ ジ 。 アル テ ィ副 社 長 ジ ョ ン ・M・ ガ ル ビ ン

さ きに行われた情報化週間の行事の一つ として当協会が主催 した 「情報化国際講 演 ・討 論

会」 は10月4・5日,80年 代 における情報 シス テムー その経営環境に与 えるイ ンパ ク トー

をテーマに開かれ た。

ここに紹 介す るのは同講演会 のセ ッシ ョン1に おけ るジ ョン ・M・ ガル ビン氏の基調講演 を

要 約 した ものであ る。同氏 は米 国最大 の保険会社で あるエ トナ生命 ・損害保険会社の筆頭副社

長 であ り,エ トナ社 自体 は 目下,注 目を集 めている衛星通信会社SBS(サ テ ライ ト・ビジネ

ス ・システム)の 出資者(株 式の3分 の1を 保 有)で ある と同時 に主要な ユーザで もある。

1.衛 星通信事業参加の背景

は じめ に,な ぜ エ トナ社 が大 きな資 本 投 下 を し,IB

Mや コ ムサ ッ トの よ うな高 度 な技 術 を持 つtパ ー トナー

と組 む よ うに な った か に つ い て ふ れ た い。

エ トナ社 は米 国 に お け る最 大 か つ最 も多様 化 した金 融

機 関 で あ り,生 命 保 険,損 害 保 険 お よ び 団体 保 険 の リー

ダー で あ る。

ま た 主要 な機 関投 資家 と して年 間40億 ドル に お よ ぶ投

資 を 行 って い る。 現 在 当社 の 資産 は200億 ドル を超 え,

従 業 員34,000人 に お よ ぶ。

当社 は,こ の よ うな大 規 模 か つ 多様 化 した業 務 を管 理

して い くた め に は高 度 な技 術,と くに通 信 とデ ー タ処 理

の 技 術 一 が 必 要 と考 えて い る。

当社 は1978年 度 に通 信 お よ び デー タ処 理 関係 に3,960

万 ドル以 上 を支 出 し,現 在IBM370/168,6台,ア ム ダ

ー ルV-6,V-7,IBM360/30～65,27台 の ミニ コ

ン,3,000以 上 の ター ミナ ル を保 有 して い る。 この よ う

な 通 信 お よ び デー タ処 理 の大 規 模 な ユ ー ザ と して の立 場

か ら,こ れ ら技 術 の 進 歩 に大 きな 関 心 を 払 って きた。

と同 時 に コム サ ッ ト,ジ ェネ ラル ・エ レ ク ト リ ッ ク,

IBMと パー トナe・を組み衛星通信事業に貢献したいと

考えてきた。そしてそれは,こ の事業のパー トナーシッ

プをバランスのとれた ものにし,わ れわれにとって将来

の成功を約束 し,利 益を もたらすものと考えている。

さらに電気通信の分野では過去10年 にわたり競争を奨

励しようとする連邦通信委員会(FCC)の 進歩的な政

策 と,さ まざまな技術的革新 とが相まって新たな,か つ

急速に拡大する投資の機会が もたらされた。 わ れ わ れ

は,こ うした投資の機会を積極的にとらえよ うとしたわ

けである。

6

2.SBSの 計 画

SBSは 現 在 の衛 星 お よ び地 上 の マ イ ク ロウ ェー ブ ・

シ ス テ ムが4GHz～6GHzで あ るの に 対 し12GHz～14

GHz帯 域 幅 で 運 用 され るた め共 振 の 問題 を ほ とん ど除去

す る こ とが で きる。 これ に よ り大 量 の 小 型地 上局 を つ く

る こ とが で き,地 上 の ア ク セ ス ・ラ イ ンに対 す る ニー ズ

を低 減 させ る こ とが で きる。

SBSの シ ス テ ムは他 の 衛 星 通 信 ネ ッ トワー ク とほ と

ん ど同 じで比 較 的 単 純 で あ る。 通 常 ビル の屋 上 に あ る地

上 局 か ら ラジ オ ・ウ ェ ー ブを赤 道 上22,300マ イル の 静 止
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軌 道 に あ る通 信 衛 星 に 送 り,こ こで増 幅 して米 国 内 各地

へ 中継 す る。

SBSが 当初 の 計 画 で持 つ 衛 星 は三 つ あ り,そ の う ち

二 つ を軌 道 上 に乗 せ る。 この 二 つ の うち一 つ は ス ペ ア で

あ る。 三 つ め は地 上 に スペ ア と して 置 い て お くもの で あ

る。

これ らの 衛 星 に は,そ れ ぞれ10個 の 発 信 装 置 を持 ち出 力

は20ワ ッ ト,中 継 機 能 は 最高4,800万 ビ ッ ト/秒 で あ

る。 衛 星 の 設 計,製 造 は入 札 の 結 果 ヒュー ズ ・エ ア ク ラ

フ ト社 が 当 る こ とにな った 。

ま た衛 星 の 打 上 げ に はNASAの スペ ース ・シ ャ トル

を使 う こ とに な っ て い る。 打 上 げ時 期 は1980年7月 で あ

る。 ス ペ ー ス ・シ ャ トル を使 う こ とに よ って 現 在 の よ う

な 一 回 限 りの ロケ ッ ト打 上 げ に よ る場 合 に比 べ 半分 の コ

ス トで打 上 げ られ る。 いず れ は4分 の1に ま で 下 げ られ

るだ ろ う。

も し,ス ペ ー ス ・シ ャ トルの 打 上 げが 予 定 よ り遅 れ た

場 合 は ロケ ッ トで打 上 げ る手 はず に な って い る。

一 方,顧 客 の オ フ ィス に は,き わ めて 高 度 な 機 能 を持

つ 装 置 を設 置 す る予 定 で あ る。

ま た,そ れ ぞ れ の ス テ ー シ ョンに は コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン ・コ ン トロー ラーが 置 か れ る。

この コ ン トロー ラー は ユ ー ザ が送 るい ろ い ろ な情 報 を

均 一 な デ ジ タル 信号 の 流 れ に直 す 。

ち ょ う ど電 話 の ア ナ ログ信 号 を コン ピ ュー タか ら出 て

くる デ ジ タル な デ ー タに直 す よ うに で あ る。

そ れ ぞ れ の メ ッセ ー ジに は ア ドレス ・タ グ がつ い て お

り,こ れ らが す べ て一 つ の デー タの流 れ に統 合 され,メ

ガ ・ビ ッ ト/秒 とい う速 さで 伝送 され る。

そ れ ぞ れ の ユ ー ザ に は衛 星 の チ ャ ンネ ルの 一 つ に毎 秒

50回 の割 合 で数 ミリセ カ ン ドが 割 当 て られ,1秒 につ き

3回 程 度 そ れ ぞ れ の ス テ ーーシ ョンに あ る コン トロー ラ ー

が,そ の ス テ ー シ ョンが デ ー タ を送 るた め に どれ く らい

の 時 間 が必 要 か を計 算 す る。 これ に 基 づ い て セ ン トラ ル

・コン ピ ュー タ が送 信 を必 要 とす るス テ ー シ ョン に数 ミ

リセ カ ン ドを割 当 て順 番 に コン トロ ー ラ ーを 稼 動 さ せ

る。 コン トロー ラー を通 っ た ビッ ト ・ス ト リー ムは ス テ

ー シ ョン の屋 上 に あ る送 信 装 置 か ら増 幅 され 出力 を上 げ

て衛 星 に送 られ る。

衛 星 か ら戻 って くる シ グ ナル に は,そ れ ぞ れ ア ドレス

・タ グが つ い て い るか らコ ン トロー ラー が 各 ス テ ー シ ョ

ンで どの トラ フ ィ ック を受 取 るべ きか を決 定 す る。 各 ス

テ ー シ ョンで受 取 っ た トラ フ ィ ック は,そ れ ぞれ 電話 や

デー タの メ ッセ ー ジ に戻 され る。 これ らの 仕 組 み は非 常

に複 雑 に な って い るの で,そ れ 自体 セキ ュ リテ ィと して

働 く。 も しユ ーザ が望 むの で あれ ば暗号 化 の た め の装 置

をつ け加 え る こ と も,も ち ろん 可 能 で あ る。

3.SBSの ア プ リケー シ ョン

SBSの 技 術 を使 う こ とに よ って顧 客 はい くつ か の高

度 な ア プ リケ ー シ ョン が利 用 で きる。

(1)BDS

第 一 はBDSな い しエ レク トロニ ック ・メイ ル と呼 ば

れ るバ ッチ ・ ドキ ュメ ン ト ・エ レク トロ ニ ッ ク ・デ ィス

トリ ビ ュー シ ョン ・シ ス テ ムで あ る。

この シス テ ムの 目的 は顧 客 の各 サ イ ト間 の大 量 の コ ミ

ュ ニケ ー シ ョンを現 在 の社 内郵 便 よ り安 い コス トで提 供

し,そ れ に とって か わ ろ う と,す る もの で あ る。

これ に は物 理 的 な物 とか有 価 証 券 とか 大 量 の コ ン ピ ュ

ー タ の 出力(こ れ は コ ン ピ ュー タ間 で 直 接 や りと りで き

る か ら必 要 な い。)カ ラー ス キ ャン ニ ン グや,プ リン ト

・オ ペ レ ー シ ョンが必 要 な もの は含 まれ な い が図 面 や 印

刷 前 の フ ォー ム,ス トア ・ア ン ド ・フ ォア ー ド型 の タ イ

プ ライ タ ・シス テ ムの メ ッセ ー ジな どを送 受 す る こ とが

で きる。

SBSの 調 査 に よ る と,一 般 の会 社 の郵 便 物 の85%は

社 内間 の 郵 便 で あ り,そ の う ちの85%は デー タに直 接 変

換 で きる とい う結 果 が で て い る。 した が って現 在 の 社 内

間郵 便 の大 部 分 がBDSで カバ ー で き るわ け で あ る。

な おBDSは 主 に バ ッチ でオ ーバ ー ナ イ トに ドキ ュメ

ン トを伝 送 す る た め,い わ ゆ る緊 急 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン(だ い7Cい2時 間以 内 に到 達 しな けれ ば な ら な い も

の)は 一 部 しか ニー ズ を満 たす こ とが で きな い。 しか し

現 在 で も情 報 の大 部分 は翌 日渡 され るの が普 通 で あ る。

(2)テレ ・コ ン フ ァ レ ンス

第 二 は過 去 数年,研 究 や話 題 の 対 象 とな って きた テ レ

・コン フ プ レ ンス で あ る。

衛 星 通 信 シス テ ムを使 う こ とに よ り非 常 に高 度 な ビデ

ー2一
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オ ・コ ン フ ァ レ ンス が可 能 とな る。

例 え ば フル ・モー シ ョンあ るい は静 止 した カ ラー ・テ

レ ビ画像 の 伝送 技術 を使 えば,か な り高 度 な もの が で き

る。

最 近SBSは 代 表 的 な ユ ー ザ も参加 して 衛 星通 信 シス

テ ム ・サ ー ビスの 実 際 面 での 評 価 を行 った 。 この プ ロ グ

ラム は プ ロジ ェク ト ・プ レ リュ ー ドと呼 ば れ,昨 年 の11

月 か ら今 年 の2月 に か け て行 われ たが,こ れ に 参 加 した

関 係 者1,476人 を対 象 に ア ン ケ ー ト調 査 の 結 果,4分 の

3が テ レ ・コ ンフ ァ レン スの 方 が会 議 に参 加 す るた め旅

行 す るよ りよ い,と 答 え て い る。 ま た3分 の2が テ レ ・

コ ン フ ァ レ ンス は実 際 に面 と向 い な が ら会 議 す るの と同

じ くらい の 効果 を収 め る こ とが で き る と回答 して お り,

同 じ く3分 の2が 自社 で も採 用 した い,と い う意 思 を示

した 。

さ らに4分 の3以 上 が テ レ ・コ ン フ ァ レ ンス に含 ま れ

る ドキ ュ メ ン トの 電子 的 な 蓄 積 と検索 の機 能 は現 在 の ビ

ジ ネ スの うえで の 要 件 を満 た す の に 非 常 に 有 効 だ と答 え

て い る。

と くに,ふ れ て お きたい の は回 答者 の大 多 数 が テ レ ・

コン フ ァ レン スの 最 も大 きな メ リッ トは 旅 行 の た めの 時

間 が大 幅 に減 る こ と と,意 思 決 定 が 早 く行 わ れ る こ とで

あ り,出 張 費 や交 通 費 の減 少 は,さ ほ ど重 要 な こ とで は

な い と考 え て い る こ とで あ る。

(3)高速 デ ー タ伝 送

第 三 は サ テ ライ ト ・ トラ ンス ミッシ ョン ・イ ン プ ッ ト

・ア ウ トプ ッ ト ・コン トロー ラー とい う,ま だ あ ま り知

られ て い な い装 置 を使 った ア プ リケ ー シ ョン で,ロ ー カ

ル ま た は リモ ー トのCPUと リモ ー ト端 末 装 置 との間 で

高 速(56KBPS～6.3MBPS)の デ ー タ伝 送 をす る も

の で あ る。 現 在 はCPUと 端 末 装置 の 間 の通 信 を イ ン プ

ッ ト ・ア ウ トプ ッ ト ・ス ピー ドで 行 うの は同 じ フ ァシ リ

テ ィの中 だ け で可 能 で あ る が地 理 的 に分 散 して い る コ ン

ピ ュー タ と端 末 装 置 の 間 で は不 可 能 で あ る。 しか し衛 星

通 信 とカ ス トマ ー ・プ レ ミス ・ア ー ス ・ス テ ー シ ョン を

導 入 す る こ とに よ り前 者 で は距 離 とは関 係 の な い コ ス

ト,後 者 で は ス ピー ドな どで制 限 の 多 い地 上 の 回線 をバ

イパ ス す る こ とが で き る。 こ う して地 理 的 に分 散 した コ

ン ピ ュー タ と端 末 の 間 も コ ン ピ ュー タの入 ・出力 とほ と

ん ど1同じ くらい の ス ピー ドで通 信 す る こ とがで きる。

これ らの サ ー ビ スは トー タル な シ ス テ ム と して は,こ

れ ま で な か った もの で,き わ め て 革新 的 な もの とい え る

だ ろ う。

4.将 来 の オ フ ィスとSBSの サー ビス

(1)オフ ィxの オー トメ化

米 国 は過 去10年 間 で 生産 刊三の 伸 び率 が 最 も低 か った 国

の一 つ で あ る。1950～60年 代 に は米 国 の 生産 性 は急 速 に

伸 び,そ れ に伴 って所 得 や 生活 水?{{ば 向 上 した。 と ころ

が10年 くらい 前 か ら,そ の 伸 び率 が鈍 化 し始 め,過 去1
'

年 半 で は ほ とん ど停 滞 して い る。 米 国 の総 支 出 は過 去数

年 ふ え て は い るが,そ れ は生 産 性 の 向 上 に よ る もの で は

な く従 業 員 を ふや す こ とに よ って 得 られ た もの で あ る。

オ ー トメ ー シ ョン は米 国 にお いて も他 の 各 国 と同様,

企 業 の生 産 部 門 を中 心}こ広 が っ て い っ た が一 般 的 な 事 務

処 理 部 門 に は コン ピ ュー タ を例 外 と して,オ ー トメ化 は

ほ とん ど行 わ れ な か っ た。 した が っ て生 産 性 の 伸 びの な

か で 事務 部 門 の従 業 員 は そ の恩 恵 を ほ とん ど受 けな か っ

たわ けで あ る。 事 務 部 門 の従 業 員 は現 在,米 国の 総 労 働

力 の 約22%に 当 るが,そ の 生産 性 は,ほ とん ど変 わ って

い な い。 ちな み に 過去10年 間 に 生産 部 門 の生 産 性 は90%

も伸 びた が 事 務 部 門 の そ れ は,わ ず か4%に しか過 ぎな

い。 この よ うに 事 務 部 門 は きわ めて 労働 集約 的 とい え る

が,そ の 一 方 で は賃 金 な ど労働 コス トが ヒ昇 し,現 在 で

は賃 金 な ど労 働 コス トが上 昇 し,現 在 で は年 率7%に も

達 して い る。

米 国 で は オ フ ィス関 係 の 経 費 は毎年6,000億 ドル を超

え て お り,そ の 大 部 分 は人 件 費 で あ る。.例え ば一 つ オ フ

ィス が40年 の 耐 用 年 数 が あ る として 全 体 の コス トを計 算

し て み る と,そ の うちの 設 備 投 資 関 係 一 土 地,建 物,什

器 ・備 品 な どは全 体 の2%,維 持 費 は6%に 過 ぎな い 。

残 りの実 に92%が 賃 金 と特 別 給 付 を含 め た人 件 費 で あ

る。 した が って オ フ ィス の運 用 コス トを コン ト ロ ー ル

し,生 産 性 を上 げ るた め に は 事務 処 理 の オ ー トメ化 は企

業 の 経 営 者 に と って,ど うして も取 組 ま な け れ ば な らな

い問 題 で あ る。

(2)エ レク トロニ ック ・オ フ ィス

私 は事 務 処 理 の 大 部 分 を 占 め る大 量 の文 書 作 成 あ る い
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は書 類 の 保管 とい う仕 事 を ど う した らな くす ことが で き

るか,と い う複雑 な問 題 に対 しての 解 答 をす べ て 用 意 し

て い るわ けて は な い が,そ の枠 組 み を ど う 考え た らよ い

か,と い うこ とを二,二 示 して み た い∩

完 全 な エ ン ド ・ツー ・エ ン ドの テ レ ・コ ミ コニケ ー シ

ョン ・サ ー ビス に は三 つ の 重要 な要 素 が あ る。

第 一 は デー タの 伝送 で,こ れ に つ い て は,さ きにSB

Sの ア プ リケ ー シ ョンの と ころ で ふ れ た。

第=1は ・一 カル な デ ィス ト1ノビ ュー シ ・ン ・フ ァシ リ

テ ィとか 地 ヒ局 との イ ン クー ・コネ ク シ ョンで あ る。

第 三 は オ フ ィス の中 に あ るす べ て の 機 器,装 置 とソ フ

トウエ ア で,こ の中 に は

ワー ド ・プ ロセ サ

フ ァク シ ミリ

マ イ ク ロ グ ラ フ ィッ ク

複 写 機

口述 装 置

イ ン テ リジ ェン ト装 置

テ レ ・コン フ ァ リン グ装 置

OCR装 置

な ど と,そ れ らの ソ フ トウ エ アが 含 ま れ る。

これ らの三 つ の要 素 の それ ぞれ に つ い て経 営 者 は投 資

効 率 を考 慮 しな が らエ レク トロ ニ ッ ク ・オ フ ィス の構 築

を考 えて いか な けれ ば な らな い。

私 は電 気 通 信 も企業 の他 の投 資 対象 と同様 に考 え るべ

き時 期 に きて い る と思 って い る が,現 在 の 環 境 で は,そ

れ が ま だ 困難 で あ る こ とを 認 め ざる を得 な い 。

(3)制約 条 件

そ の理 由 の一 つ は電 気通 信事 業 が長 距 離 にお いて も ロ

ー カ ルな サ ー ビス にお い て も独 占的 な地 位 を 占め て い る

こ とで あ る。

例 え ば ベ ル ・シ ス テ ムが そ うで あ る。 ベ ル ・シ ス テ ム

は電 話 を単 な る ユ ー テ ィ リテ ィ ・サ ー ビス に お と しめ て

い る。 ベ ル ・シ ス テ ム はす でに それ だ けの 技術 力 を保 持

して い る の に現 在 顧 客 が持 って い る ニー ズ に応 え て は い

な い。

それ は独 占体 制 の弊 害 と み る ことが で きる。 将 来 の 電

気 通 信 に お い て エ ン ド ・ツ ー ・エ ン ドの 概 念 が現 実 の も

の とな るた め に は非 常 に 多 くの 面 で の 調 整 と変 革 を実 行

しな け れ ば な らな い が現 在の 電 話 会 社 や 通 信 業 者の ビ ジ

ネ ス の や り方 の ま ま で は,そ れ は困 難 で あ り,か つ て の

鉄 道 会社 の よ うに な っ て しま うで あ ろ う。

した が って電 話 会 社,通 信 業 者,CATVの 提 供者 な

ど も含 め電 気通 信 の分 野 に大 胆 な競 争 原 理 を導 入 す る こ

とが 重 要 で あ る。

も う一 つ の制 約 条 件 は エ レク トロニ ック ・オ フ ィス の

マ シ ンや デバ イ ス の互 換 性 の問 題 で あ る。 とい うの は 技

術 が 日進 月 歩 の速 さで進 ん で い るの で顧 客 の ニー ズ の 多

様 化 に伴 って,い ろ い ろ な マ シ ンや デバ イス が 多 くの メ

ー カか ら出 され て い る。

しか し,そ れ らの 間 の 互換 性 に あ ま り考 慮 が は らわ れ

て い な い の で 社 内ま た は企 業 間 の コ ミ ュニケ ー シ ・ン を

複 雑 化 させ て い る。

これ が 本 来 の 意 味 で の エ レ ク トロニ ック ・オ フ ィス の

実 現 を阻 ん で い る。

しナこが って 互 換 性 の確 立 は な るべ く早 い 時 期 に手 を 着

け るべ きで あ る。

5.衛 星通信システムの役割

最後に衛星通信システムの重要性と役割 りについての

べたい。

衛星通信システムの場合,距 離が離れていることが コ

ス トの大 きな要素にはな らないので将来のオフィスを考

える基盤として,十 分価値がある。

その意味でビジネスの面からもまた社会的 な面 か ら

も,その機会 とメリットは大 きい といえる。それはあたか

もコンピュータが与えたものと匹敵すると考えられる。

われわれは,す でに情報化時代に入 りつつあるが,こ

の情報化時代において衛星通信システムはちょうど工業

化時代においてエンジンが持ったのと同 じような重要な

役割を果たすであろう。

(文責 ・編集部)
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悟 外調査報告1

欧 州諸 国 の 回線 利 用制 度 とデ ー タベ ー ス ・ネ ットワー ク

コ ン ピ ュ ー タ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 海 外 実 態 調 査

最近 にお けるコンピュー タ利用技術の進展,と りわ けオ ンライ ン利用の普及発達 に伴ない,

わが国 におい て,よ り好 ましい形での回線利用制度が確立 され ることが極 めて重要 な課題 とな

っている。

このよ うな観点か ら,わ が国 とその基盤 を同 じくす るヨー ロッパ主要国の通信回線の利用制

度 と公衆 データ網 の実態調査 を行 うために,さ る9月5日 か ら21日 まで17日 間にわた り,西 ド

イツ,フ ランス,イ ギ リス,ス ペイン,ル クセンブル クを訪問調査 した。以下に調査内容の概

要 を報 告す る。な お訪問機関 は表一1の とお りで ある。

表一1調 査先お よび略称

国 名i調 査 先

西 ド イ ツ DBP(DeutscheBundesPost)

GMDGesellshaftfUrMathematicundDaterverarbeitung

フ ラ ン ス PTTMinisteredesPostesetT616communications

IBMLaGaudeLaboratory

IRIAInstitutedeRecherchd'lnformtiqueetd'Automatique

イ ギ リ ス BPOTheBritishPostO缶ce

NCCTheNationalComputingCentreLtd.

ス ペ イ ン CTNECompaniaTelefonicaNacionaldeEspana

ル ク セ ン ブ ル グ CECComissionoftheEuropeanComittees

1.回 線利用制度

(1)西 ドイ ツ

西 ドイ ツで は,専 用 線 を利 用 して デ ー タ通 信 を行 う場

合,同 一 企 業 内 に限 られ,し か も公衆 網 に は接 続 で きな

い こ とに な っ て い る。 しか し,'72～'74に か け て導 入 さ

れ た ダ イ レ ク トコ ール(DR)網 サ ー ビス はPoint-to-

Point回 線 で は あ る が,デ ー タ通 信 の み に 利 用 す る こ と

を条 件 とす る ユ ー ザ に ラ イ セ ンス を与 えて,共 同使 用 他

人 使 用 の ほか,公 衆 網 へ の 接 続 も認 めて い る。 ナこだ し,

計 算 会 社 に は回 線 の 分 割 使 用 を認 めて い な い。

DR網 は物 理 的 に は専 用 線 の 構 成 と同 じで あ るが,そ

れ に音 声 をの せ る こと は認 めて い な い し,一 方 の端 末 に

は コン ピュー タ を 設 置 す る こ とを 条 件 と して い る。 ま

た,コ ンセ ン トレー タは そ の計 算 会 社 が設 置 す る こ と は

認 めて い るが,別 会 社 が設 置 す る こ とは認 めて い な い。

将来 パ ケ ッ ト交 換 が実 施 され て,ス イ ッチ 機 能 を持 つ 場

合 は,コ ンセ ン トレー タ は直 接DBPが 提 供 す る ことに

な る。

現 在 は 距離 と速 度 で料 金 を きめ て お り,料 率 は専 用 線
ト

に 比 べ て30%程 度低 くして い る。 将 来 は ポ リ=一 ム課 金

に し たい 意 向 をDBPは 持 って い た。 な お,現 在P-P

回 線 の3分 の1はDR網 サ ー ビス を利 用 して い る。

メ ッセ ー ジ交 換 は,そ の通 信 量 が全 体 の2分 の1以 下

で あれ ば認 め る方 針 で あ る。 た だ し,2分 の1と い って

も技 術 的 に これ を チ ェ ッ クす る こ とは 困難 で,ユ ー ザ の

申請 を信 用 す る こ とと して い る。

な お,モ デ ムは すべ て直 営 で あ る。
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(2)フ ラン ス

フ ラ ンス で は'73年 に デv-一タ通 信 のtcめ のP-P回 線

と してTransplexサ ー ビ ス を開 始 す る と と もに,従 来

の 専用 線 も,電 話 と異 な る制 度 を設 けて デー タ通 信 に利

用 で きる よ うに した。

回線 の共 同 あ るい は他 人 使 用 は可 能 で,三 者 以 上 の 場

合 を 標 準料 金 と して一 者 まkは 二 者 の 使 用 の 場 合 を20%

安 くして い る。

メ ッセ ー ジ交 換 は認 め て いな いが,プ ロ グ ラ ムの 内容

は容 易 に 変 更 で き るの で,現 実 に は黙 認 の形 とな っ て い

る。

現 在,デ ー タ通 信 回線 の うち70%がP-P回 線 で,30

%が テ レ ック ス網,公 衆 電 話 網,Caducee網 な どの公 衆

網 を利 用 して い る。

(3)イ ギ リス

イ ギ リス で も,電 話 に よ る専 用 線 の 利 用 は 同一 企 業 内

に 限 られ て い るが,デ ー タ通 信 に関 して は 全 く異 な る制

度 とな って お り,自 営 コン ピュ ー タに よ るデ ー タ通 信 は

BPOが 提 供 す る専 用 線,公 衆 網 を使 って シス テ ムの構

築 が で きるよ うに な っ て い る。

この 場 合,情 報 が処 理 されれ ば発 信 者 と受 信 者 との 問

の関 係 に制 限 はな い し,情 報処 理 が主 体 で あれ ば,部 分

的 な メ ッセ ー ジ交 換 は あ って もさ し支 え な い。 な お,専

用 線 も情 報 が処 理 され れ ば,片 端 の み 公衆 網 に接 続 が 認

め られ て い る。

電 話 の場 合 は,専 用線 と公衆 網 の接 続 は認 めな いが,

デ ー タ通 信 の場 合 は厳 しい条 件 の も とに ライ セ ン ス を与

えて 認 めて い る。

自営 の メ ッセ ー ジ交 換 は た とえ ば親 会 社 と子 会 社(持

株 比 率51%以 上)と い う範 囲 内 で認 め て い るが,将 来 公

衆 デ ー タ網 へ 吸 収 す る こ とを考 慮 して,モ デ ム は直 営 を

原 則 と して お り公 衆 網 で の モ デ ム 自営 は認 め て い な い。

なお,料 金 は電 話,デ ー タ通 信 の 利 用 の別 に関 係 な く

同 額 で あ る。

(4)スペ/ン

スAeイ ン で は,P-P回 線 で 同 一 企 業 が 使 用 す る とい

う単 純 な 利 用 形 態 の ほか に,ス イ ッチ ン グや コ ンセ ン ト

レ ー タが 入 る場 合,相 互 接 続 の 場 合,他 企 業 に サ ー ビス

す る場合 な どの 利 用 形 態 を認 めて お り,そ れ ぞ れ標 準 料

金に対 して40%ま での付加料金を課じている。

メッセージ交換については,同 一企業内でCTNEが

設備を提供するという条件の もとにのみ認めているが現

実にはメッセージ交換の判定が困難になって きている。

2.公 衆 デー タ網

(1)西 ド/ツ

EDS(ElectronicDataSwichingSystem)を'75年

か ら開始 して お り,現 在 は50,200,300,2400b/sを サ

ー ビス して い る
。4800,9600b/sに つ い て は 試 行 サ ー

ビス中 で あ る。

パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスに つ い て は,各 国 の動 向 を考 慮

し,昨 年 か ら検 討 を進 めて お り,'79年 に は サ ー ビス開

始 す る計 画 案 が で きあ が って い る。

料 金 は距 離 無 関 係 とす る モ デ ル を一 部 ユ ー ザ に提 示 し

て い る。 た だ し,直 接 収 容 す る場 合,ア クセ ス ポ イ ン ト

ま で の距 離 が一 定 の範 囲 内 は標 準 料 金 で,そ の範 囲外 か

ら加 入 す る と割増 に な る。

サ ー ビス 開始 時 に は30～50の アク セ ス ポ イ ン トを用 意

す る ほか,電 話網,テ レ ッ クス網DATAX網 か らの ア

ク セ ス も可 能 とす る計 画 で あ る。

(2)フ ラン ス

TranspacはX25イ ン タ ー フ ェ イス に よ る ヨー ロ ッパ

最 初 の 公 衆 パ ケ ッ ト網 と して建 設 が 急 が れ て い た が,設

備 が遅 れ た た め,開 通 は'78年 末 とな っ た。 その 運 営 は

Transplexと 同 様,PTTが50～60%出 資 す る別 会 社 が

行 う予 定 で あ る。

開通 時 に は12の ノ ー ド,30の ア ク セ ス ・ポ イ ン トを持

つ 計 画 で,全 国 ど こか らで も直 接加 入 で きる。 この 際 の

加 入料 金 は全 国均 一 で あ り,15㎞ の 回線 料 相 当 を考 えて

い る。

な お,開 通 後3ヵ 月 ほ ど遅 れ て,電 話 網,テ レ ック ス

網 か ら もア ク セ ス可 能 と し'80～82'年 に は2,000～3,000

の ユ ー ザが 出 る と予 測 して い る。

(3)イ ギ リス

い ま ま でEPSS(ExperimentPacketSwitched

Service)を 行 って きた が,X25に 合 わ な い た め,新 し

いX25/ン タフ ェ'一スの 網 を作 って お り,'78年10月 に

公 表 す る予 定 で あ る。 当初3ノ ー ドか ら始 め,で きれ ば
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'79年 末 か'80年 初 め に サ ー ビス を 開 始 す る
。

料 金 はTranspac等 と同 じ体 系 に な り,'83年 以 降 は

次 に の べ るSystemXに 統 合 され る予 定 で あ る。

BPOは 一 方 で,GEC,Plessy,STCと 共 同 で,

電 話 お よ び デ ー タの デ ジ タル 通 信網 の 開 発 を 始 め て お

り,す で に基 本 的構 想 が 固 ま って,'83年4月 の サ ー ビ

ス開 始 を め ざして い る。

この 構 想 で は一 応 デ ー タ と電話 が別 網 構成 とな って お

り,デ ー タ網 は回線 交換,パ ケ ッ ト交 換,テ レ ック ス お

よ び 国 際 交換 機 能 を も って い る。

ま た,'78年10～11月 に は 国 際 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス

(IPSS)が 米 国 と開始 され,つ い で カ ナ ダ,日 本 と

も接 続 が予 定 され て い る。 ア メ リカ とはITT,RC

A,WUIを 通 して,Telenet,Tymnetと も接続 され る。

(4)ス ペ イ ン

国 の レベ ル で 公衆 デー タ網 を発 展 させ る こ とが情 報 処

理産 業 の た め に も,標 準化 の た めに も望 ま しい とい う こ

とで,'71年 か らRETD(RedEspecialdeTransmis-

siondeDatos)を 運 用 して い る。

現 在RETDは 公衆 電話 網,テ レ ッ クス網 に接 続 して

お り,三 つ の ノ ー ド と20の コ ン セ ン トレ ー タ を設 置 して

い る。 端 末 は現 在 約5,000で あ るが,'82年 に は16,000

に な る と予 測 して い る。

/ン ター フ ェー ス はX25に 変 更 す る こ とを検 討 して お

り,現 在Euronetへ の接 続 を 申 請 中 で あ る。

(5)CEC

Euronetの サ ■…lfSス開始 は'78年 末 サ ー ビス 開始 とい

わ れ て い た が,設 備 お よ び デ バ ッグ の 遅 れ(Transpac

の 遅 れ と関 係)で'79年6月 ま で の び た。

'79年 中 に は20～25の ホ ス トが 接 続 され
,約100の デ

ー タベ ー ス がEuronetを 介 して 利 用 で きるよ うに な る。

端 末 ぱ79年 で800～900加 入 が 予 定 され て い る。

将 来 計 画 と して は,ま ず 加 盟 各 国の 国 内パ ケ ッ ト交 換

網 との接 続 で あ るが,Transpacが 最 初 に接 続 され る予

定 で あ る。 非 加 盟 国 との接 続 は ス イ スが 加 入 を 申 し出 て

お り,10月 中 に決 定 す る。 さ らに,ス ペ/ン,ス エ ー デ

ンの接 続 も近 く実 現 され るで あ ろ う。

ま た,Telenet,Tymnetお よ び これ らを通 して,ア

メ リカの デ ー タベ ー ス との接 続 も,自 由 か つ公 正 な 競 争

で あ る こ とを前 提 と して しか るべ き時期 に,し か るべ き

条 件 で考 え て い る。

3.デ ー タ ベ ー ス ・ネ ッ ト ワ ー ク

(1)GMD

GMDnetsは 実 験 研 究 を 目的 と して'74年 か らス ター

トした プ ロジ ェク トで,数 多 くの大 学研 究 機 関 等 を結 ぶ

閉 鎖 網 を構 成 して い る。 この 成 果 を発 展 させ た の がPI

X(Pubicinformationexchange)で あ る。PIXは

X25/ン タ フ ェー/ス の網 で あ り,こ れ に よ り'79年

か ら各 大 学 等 の ロー カル ・ネ ッ トワー ク と連 結 す る こ と

を考 えて い る。 これ らは と もに 科 学 技 術 の 用 途 に 使 わ れ

る もの で,開 発 され た プ ロ トコル もVT(VirtualTer-

minal),TSS,RJE(RemoteJobEntry),FT

(FileTransfer)関 係 の もの で あ る。 この 一 連 の研 究

を通 して プ ロセ ス間 通 信 の 進 展 を め ざ して い る。

ODIN(OnlineDocnmentationInformationNet-

work)は デー タベ ー ス ・ネ ッ トワー ク を め ざす もの で,

'75年 か らプ ロジ
ェク トが ス タ ー トし てお り,16分 野 の

イ ン ダ ス トリ ・プ ロ グ ラ ムが す で に用 意 され て い る。

な おODINは 将 来Euronetに 接 続 され る計 画 で あ る。

(2)IRIA

SIRIUSは ロー カル お よ び全 国 的 な コン ピ ュー タ

網 に よ る分 散 デー タベ ー ス を指 向 す るIRIAの プ ロジ

ェク トで あ る。 研 究 所,ユ ー ザ,メ ー カ の三 者 が協 同 し

て,パ リ,レ ン ヌ,グ ル ノー ブル,ツ ー ル ー ズ,ナ ン シ

ー な どで研 究集 団 を形 成 し
,そ れ ぞれ 復 数 フ ァイル ・シ

ス テ ム,関 連 デー タベ ー ス,分 散 処 理 の プ ロ ト コル,デ

ー タベ ー ス の セ マ ン テ ィクス,検 索 シ ス テ ムな どを担 当

して お り,IRIAが 全 体 の管 理 連絡 に 当 って い る。 こ

れ は5カ 年 計 画 で進 めて お り,予 算30万F(半 額 は産 業

省 補 助)70人 の 研 究 員 に よ るプ ロジ ェ ク トで あ る。 メ ン

バ ー に は主 要 な研 究 所,メ ー カ,ソ フ トハ ウ ス,ユ ー

ザ を網 羅 して お り,さ らに国 際 協 力 として 西 ドイ ツ,イ

ギ リス,ア メ リカ,ス イ ス と連 絡 を とって 進 めて い る。

ま た,Transpacと 協 同 して デ ー タベ ース の 自動 回答 シ

ス テ ム,障 害 時 の予 備 デ ー タベ ース の 回答 シス テ ム を検

討 して い る。

(3)CEC
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Euronetは 国 際 パ ケ ッ ト交 換 網 と しての 機 能 とオ ン ラ

イ ン ・デー タベ ー ス ・ネ ッ トワー ク と して の機 能 とを併

せ 持 つ こ とは前 述 した が,後 者 の 場合,ECが 結 束 し て

各 加 盟 国 の デ ー タベ ー ス を相 互利 用 す る こ とに よ り,ア

メ リカの デ ー タベ ース の は ん らん を 防 ご う とい う意 図 が

うか が われ る。

ま た,EC内 の ネ ッ トワー ク を建設 す る こ とに よ り,

各 国 の テ ク ノ ロジ ー ・ギ ャッ プが 埋 め られ,標 準化 が促

進 され る とい うメ リッ トが 生 じて い る。

デ ー タベ ー スの 種 類 と して は化 学,医 学 関係 が 多 い。

Factualの もの は3分 の1程 度 で,残 りはbibliograph-

ics,文 献 検 索 で あ る。 な お,100の デ ー タベ ー ス の う

ち4分 の3は ヨー ロ ッパで,4分 の1は 米 国 で 作成 され

た もの で あ る。

デ ー タベ ー ス利 用料 金 は,ホ ス ト利 用 料 金 とデー タベ

ー ス使 用 料金 か らな り
,ホ ス トの オ ペ レ ー ター は デー タ

ベ ー スの 提 供 者 に 対 して ロイ ヤ リテ ィと して ホス ト利 用

料 金 を支 払 い,ユ ー ザ か らデ ー タベ ース 使 用 料 金 を徴 収

す る ことに な って い る。

現 在,オ ン ラ/ン 使 用 に公 開 され てい る80の デ ー タベ

ース の料 金 に つ い て分 析 す る と,次 の 三 つ の課 金 方 式 に

分 類 され る。

第 一 は料 金 が無 料 の シス テ ムで あ る。

次 に,一 定 の料 金 が 課金 され て い る もの で,デ ー タベ

ー ス作 成 者 は オAeレ ー タ ーに年 間2
,000ド ル か ら8,000ド

ル の ラ/セ ンス料 金 プ ラス1時 間 あ た り4ド ル か ら25ド

ル の ロイ ヤ リテ ィ料 金,さ らに,各 アイ テ ム ご とに コ ピ

ー料 と して2セ ン トか ら10セ ン トを課 して い る。

第 三 の カ テ ゴ リー は作 成 者 とオ ペ レー タの 間 の 機 密 協

定 に も とつ いて い る もの で,直 接 に は分 らな いが,一 般

に は1時 間 あtり35ド ルか ら40ド ル と高 くな って い る よ

うで あ る。 この分 野 は特 許 や ビ ジネ ス 情 報 な どで非 常 に

高 価 な デ ー タ ベ ー ス を含 ん で い る。

最 近3～4年 の 料 金 の 傾 向 は上 昇 気 味 で,第 三 の ケ ー

ス で20～30%,第 三 の ケ ー スで30～40%増 に な っ て い

る。 ま た,無 料 の 範 囲 が減 り,第 三 の機 密料 金 の ケ ー ス

が 増 加 しつ つ あ る。

4.全 体的概観

今回の調査団に同行 して感じた総体的な印象は以下の

とお りである。

(1)通信回線の利用制度については,デ ータ通信の急速

な普及発展に伴ない,各 国とも従来の専用線の概念では

対応 しきれな くなってお り,そ れぞれユーザの立場を考

慮して,利 用 し易いように制度料金面で工夫をこらして

いる。しかし,各 国とも独 占企業 としての立場はあくま

でも固守しよ うとしてお り,ア メリカにおけるVAN業

者等の介入を認める可能性はないと見受 けられた。

(2)各 国 ともパケット交換網の構築に熱心で,ECを

核 として ヨーロッパ主要国を覆 うデータ通信ネット網を

形成 しようと努力 してお り,特 にデータベースの整備に

全力を傾けていた。 この背後にはアメリカ資本の市場 さ

ん蝕に対する強い対抗意識が読み取れた。

(3)当 協会に対する各国の研究機関の評価は想像 して

いた以上に高 く,行 く先々で大変な厚遇を受けた。 この

ような友好関係を今後 とも末長 く持続 させてい く必要性

を痛感 した。

(山村賛平 ・常務理事)

○ 調査団メンバー

団 長 西井 昭

副団長 市原 博

青木 宏之

有村 正意

石野 文雄

大竹 誠夫

清水 速雅

武田 泰明

富田 実

西田 治義

平澤 誠啓

美間 敬之

山村 賛平

山鳥 雄嗣

(日本電信電話公社)

(国際電信電話㈱)

(日本アイ ・ピー ・エム㈱)

(郵政省)

(日本電信電話公社)

(沖電気工業㈱)

(日本通運㈱)

(三菱製紙㈱)

(国際電信電話㈱)

(㈱ 日立製作所)

(日本電気㈱)

(富士通㈱)

(㊥ 日本情報処理開発協会)

(㊥ 日本情報処理開地協会)

一8一

●

■



ノIP1)ECジ ャー ナル

国 外調査報告1

欧 ・米 の分散 型 リソー ス処 理 技 術

欧 ・米4か 国,7機 関 を調 査

9

当協会が52年 度か ら3カ 年計 画で 開始した 「分散型 リソース処理技術の研究開発」 プロジェ

ク トでは,JIPNET(既 開発)に おける リソース統合 システム として異種のDBMSか らな る

分散 型デー タベー スシス テムの研究 開発 を行 ってい る。

今 回の調査 は,欧 米 の先進的研究機関(大 学及 び研究所)に おける分散型 リソース処理技術

および評価 技術 とデー タの収集 を 目的 として行 った。以下 に調査の概要 を紹介す る。

なお,本 調査 の詳細 は報告書 「分散 型 リソース処理技術 の研究 開発」(54年3月 発行予定)

に とりま とめ る予定で あ る。

●

1.調 査先と国際会議

8月 下旬から約3週 間に渡 り調査訪問 した研究機関は

表一1に 示すとおり欧米4カ 国7機 関である。まナこ同時

期に開催された二つの国際会議に参加することにより,

最新情報の入手と研究者 との技術討論を行った。

表一1調 査先と参加した国際会議

国 ・ 都 市 調 査 先 関係 システム

米国/サ ンフランシ UC.バ ー ク レー 校 INGRES

ス コ

〃 SRI LADDER

仏/パ リ CNRS PASCAL

〃 〃 EURONET

〃 IRIA SIRIUS

グ ル ノ ー ブ ル グル ノーブル大学 POLYPHEME

西 独/ボ ン GMD FIDASINGVER

英 国/ロ ン ド ン GLC IPS,PRTV

米国/サ ンフランシ 第3回 バ ー ク レー ワ ー ク シ ョ ップ(分
ス コ 散 デ ー タ管 理 とコ ン ピ ュ一 夕 ネ ッ トワ

一ク)'

西 独/ベ ル リ ン 第4回VLDB(ベ リー ラ ー ジ デ一 夕
ベ ー ス)

一2 .調 査 概要

(DUC.Berkeley

・カ リフ ォル ニ ア大 学 バ ー クレ ー校 －

M.Stonebraker教 授 か ら分 散 型INGRESシ ス テ

ム の説 明 を うけ た。 同 教授 は,10人 程 の ス タ ッ フを もち

デ ー タベ ー スに 関 す る広範 な 研 究 を行 って お り発 表 論 文

も数 多 い。INGRESは1973年 か ら分 散 型 プ ロジ ェク トを

発 足 させ て い る が,現 在 の と ころ 異 種 のDBMS統 合 に つ

い て は考 え て い な い。INGRESで は,デ ー タの記 述 及 び

ア ク セ ス に対 す る簡 潔 性 の 観 点 か ら,共 通 モデ ル と して

関 係 モ デル を採 用 して い る。 「この 簡潔 性 は,関 係 モ デ

ル の よ うな 数 学 的 構 造 か ら生 ま れ る。 しか し多 くの セ マ

ン テ ィ ック ス(意 味)を モ デル に取 り込 む とモ デ ル の簡

潔 性 は失 な われ るの で,取 り込 め うるセ マ ンテ ィック ス

も全 体 か ら見 れ ば ほん の 一 部 にす ぎな い 。」 とい う同教

授 の見 解 に基 づ い て い る。'

INGRESの デ ー タ に対 す る視 点(view)は 分割 され た

リレー シ ョンの有 無,デ ー タの 所 在 情 報 の 有 無 の二 つ の

点 か らみ て い る。INGRESが ユ ーザ に 提 供 す る デー タベ

ー ス ア クセ ス言 語 に は
,ユ ー ザの 計 算 機 に対 す る習 熟 度

に応 じて三 つ の レベ ル(QUEL,EQUELそ め他)が あ

る。'

分 散型INGRESと して は,現 在UC.Berkeleyの 計

算 セ ン タ・-ecあ る2台 のPDP-11とERL(Electronics

ResearchLaboratory)に あ るPDPL・-11/70の 結 合 を

一9一
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目指 して い るが,ま だ設 計段 階 に あ る。 しか し,こ のI

NGRESは ニ ュー ヨ ー ク電 話 会 社 や/リ ノ/大 学等 で利

用 され て お り実 用 シ ス テ ム とい え る。

(2)SRI(StanfordResearchInstitute)

Internationalス タ ン フ ォー ド研 究 所

D.Sagalowicz博 士 か ら,分 散 型 デー タベ ー ス シス

テ ムLADDERの 説 明 を受 け た。LADDERは 自然 言

語 に よ る問 合 せ を解釈 す るINLAND,デ ー タ項 目 だ け

か らな る問 合 せ に 情 報構 造 を付 加 して実 際 のDBMSの 問

合 せ を 生成 す るIDA,一 般 フ ァ/ル 名 か ら所 在 を明 らか

に し実 際 の問 合 せ を生 成 す るFAMか ら構 成 され る。 こ

のFAMはCCAに よ っ て開 発 され た分 散 型 デー タベ ー ス

シ ス テ ムSDD-1と 同様 な機 能 をイfして い る。

現 在LADDERプ ロ ジ ェ ク トは異 種 のDBMS(PDP-

10用 のDBMS20(DBTGタ イ プ)と 呼 ばれ て い る もの)

をサ ポー トす るた めに,IDAの 改 良(newIDAに 取 り組

んで い る。 ま た入 力 す る 自然 言語 を 仏 語 と しiFrench

INLANDの 検 討 も行 われ て い る。

SRIに は2台 のKL-10(PDP-10)が あ り,キ ャ ッ

シ ュメ モ リ付 きのKL-10上 にLADDERは 実現 され

て い る。 デー タベ ー ス に は米 海 軍 の情 報 が 格納 され て い

るがup-to-dateな もの で は な い。 分 散 型 デ ー タベ ー・ス

にお け る デー タベ ー ス の更 新 は難 し く,ま たLADDER

で は人 工 知 能 の 立 場 か ら研 究 を進 め て お り興 味 の対 象 は

容 易 な ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス に あ る。

LADDERは エ ラー 回 復機 能 の充 実 や異 種 のDBMSの

サff-一 ト,FrenchINLANDの 開 発 等 多 くの 課題 を抱

えて い るが近 い う ちに それ らの 多 くが解 決 され よ う。 な

おLADDERプ ロ ジ ェ ク トに は,10人 の ス タ ッ フ(5人

専 任)が 参 加 して お り,今 日の シ ス テ ム をINTERLISP

を用 いて5人 年 で 完成 させ て い る。

(3)CNRS(CentreNationaldelaR㏄herche

Scientifique)

CNRSド キ ュメ ン テ ー シ ョン セ ン タ ■・一・-

Y.Salle博 士(女 史)か らCNRSド キ ュメ ン テ ー

シ ョンセ ン ター の情 報 サ ー ビス全 般,Y.Henry(女 史)

か ら抄 録 誌SSBS"の 自動 作 成 シ ス テ ム の概 要,PASC

ALフ ァ/ル を 用 い たEURONETの 操 作 方 法,P.

Puffet博 士 か らPASCALINE及 びEURONETの 説 明

を受 け た。

文 部 省 の 管轄 に あ るCNRSの 発 足 は1939年 と古 く,

現 在 はPASCALシ ス テ ムの 下 で 広 範 な 情 報 処 理 サ ー ビ

ス を行 っ て い る。 当 セ ン タ ー の主 業 務 は抄 録 誌 の 作 成

(50部 門)と そ の 磁 気 テー プ(PASCALテ ー プ)の 配

布 に あ る。CNRSは,仏 の 国 家 プ ロジ ェ ク トSIRIUS

に 参加 して い るが,分 散 型 デー タベ ー ス シス テ ム の本 格

的 研究 開 発 は これ か らで,現 在 はEURONETに 見 られ

る デー タの共 有 に力 を注 い で い る。

現在,オ ン ラ/ン で 利 用(PASCALINE)で きるPA

SCALフ ァ/ル は全 体 の 一部 に す ぎな い が,近 い将 来50

部 門全 部 の オ ン ライ ン化 が実 現 され る模 様 で あ る。 ま た

Niceで デー タベ ー ス の 整備(セ ン ター化)が 進 ん で い

る。 現 在 のPASCALINEは,ESA/SDS(伊,Fra

scati)シ ス テ ムで 運 用 され て い る。

(4)IRIA(lnstitutedeRecherched'lnformatique

etd,Automatique)

一 情報 処 理 自動化 研 究 所 －

w.Litwin博 士 よ りIRIAに お け る分 散 型 デ ー タベ

ー ス プ ロ ジ ェ ク トSSSIRIUS"に つ い て説 明 を受 けた
。

SIRIUSはCYCLADESの 継 続 プ ロジ ェク ト として1976

年6月 か ら4年 間 の 予 定 で 発足 した,分 散 型 デ ー タベ ー

ス の研 究 開 発 を 目的 と した 国 家 プ ロ ジ ェク トで あ る。

IRIAを 中 心 にCYCLADESの 研 究 ・推 進 グル ー プ で

あ った グル ノ ー ブル,パ リ第6ト ウル ー ズ,レ ン ヌの4

大 学 が構 成 メ ンバ ー とな って い る。SIRIUSは16の 研 究

グル ー プか らな り研 究 者 の 数 は総 計40名 に達 す る。 な お

グル ノー ブル大 学 で は(5)で紹 介 す るよ うにM,Adiba

教授 がPOLYPHEMEプ ロ ジ ェ ク トを率 い,パ リ第6大

学 で はG.Gardarin博 士 が 中 心 とな って デ ー タベ ー ス

の 設 計 技 法 に 関 す る研 究 も行 わ れ て い る。 ・

トウル ー ズ大 学 で はDemolombe博 士 を中 心 に 関係 型

のDBMSSyntex-2の プ ロ トタイ プ が 開発 され て い る。

SIRIUSの 分 散 型 デ ー タベ ー スGDDBMS(Global

DistributedDBMS)の アー キ テ クチ ャ,即 ち基 本思 想

はANSI/X3/SPARCの 三 層 ス キ ー マ に基 づ い て い
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る。W.Litwin博 士 はGDDBMS実 現 の た めに は,共 通

モ デル とし て何 を採 用 す るか が重 要 な テー マ と考 えて い

る。 関 係 モ デル,E-R(事 像 一 関係 性)モ デ ル,セ マ

ン テ ィ ック ネ ッ ト ワー ク等 の 候 補 の 中 か ら,SIRIUSは

MOGADOR(2項 関 係 モ デル の一 つ)を 採 用 し て い

る。

(5)UniversityofGrenoble

グル ノー ブル 大 学

M.Adiba教 授 か ら同教 授 が中 心 とな っ て進 めて い る

異 種 のDBMSの 統 合 を め ざすPOLYPHEMEプ ロ

ジ ェ ク トの説 明 を うけ た。 同 プ ロ ジ ェク トは1976年10月

に 発足 され た もの で,デ ー タベ ー ス とネ ッ トワー クの2

チ ー ムか らな り,計 算 機 メ・一力CIIの 協 力 も得 て い る。

1979年6月 に は プ ロ トタイ プの完 成 が 予定 され て お り,

CYCLADES上 の幾 つ か のSOCRATEデ ー タベ ー ス を

サ イ トに予 定 して い る。

POLYPHEMEは,分 散 型 デー タベ ー ス の た めの統 一

モ デル と してJ.R.Abrial博 士 の デ ー タ意 味 論(date

semantics)に 基 づ い たMOGADORを 採 用 じて い る。

デ ー タベ ー スの 意 味 は このMOGADORで 記 述 して い る

が,実 際 の ア クセ ス 部 分 及 び デー タの 記 述 部 分 は,簡

潔 性 の 観 点 か ら関係 モ デ ル を用 い て い る。 そ の他,問

合 せの 分 割 問 題,分 散 実 行,デ ー タベ ー ス 変 換(SOC

RATEか ら関 係 モ デル へ)等 の 研究 を行 って い る。 な

お,POLYPHEMEプ ロ ジ ェ ク トは,1970年 初 期 か ら

J.R.Abrial博 士 やC.Delobel博 士 らの デー タベ ー ス

に 関 す る理 論 的 成 果 を この プ ロジ ェク トに統 合 した もの

とい え る。

(6)GMD(GesellschaftfurMathematikund

DatenverarbeitungmbhBonn)

一 西 独 数 理 デ ー タ処 理 公 社－

K.Voss博 士 か らGMDの 概 要,S.Christiansen

女 史 及 びG.Wurch氏 か ら分 散 型 デ ー タベ ース シス テ ム

研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク トSSINGVER、 に つ い て,H,S

cholev博 士 か ら デー タバ ンク シ ス テ ムssFIDAS.Nの

概 要 に つ い て説 明 を うけ た。

INGVER(lnteractiveSystemsbasedonNetwork)

は異 種 のDBMSか らな る分 散 型 デー タベ ー ス シ ス テ ムの

構 築 を 目指 して い る。 当 プ ロ ジ ェ ク トの基 本 思 想 は,既

存 の リソー ス,特 に ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス に大 幅 な 変 更

を生 じさせ な い で,異 種 のDBMS間 の情 報 交 換 手 段 を

提 供 す る ことに あ る。

FIDASはGHDが 開 発 した デ ー タバ ン ク シ ス テ ムで

その デ ー タベ ー ス ア クセ ス言 語 はCODASYL/EUFT

Gの 提 案 す る もの に類 似 して い るが,こ れ とは 独立 に開

発 され た もの で あ る。FIDASは 西 独 国 内 で数 十 の企 業

や 研 究 所 で 総 計 数 百 の ア プ リケ ー シ ョンに用 い られ て お

り,年 数 回開 か れ るFIDASユ ー ザ会 を通 じて 機能 向 上

と維 持 を は か って い る。 ま た,FIDASは15の モ ジ ュー

ル か ら構 成 され,シ ス テ ム との対 話 は既 形 式 化 され た シ

ス テ ム リー ド型 で 行 わ れ る。

(7)GLC(GreaterLondonCounci1)

大 ロ ン ドン市 議会

A.E.Mitson博 士 よ りGLCの 概 要,C.Doggrell

博 士 及 びH.Kon女 史 よ りIPS(lnteractiveplann-

ingSystem)の 機 能 及 び操 作 方 法 に つ い て 説 明 を うけ

た。

IPSは 英 国IBMの 協 力 を得 て 開 発 され た会 話 型 シ ス

テ ムで,特 徴 は大 容量 デー タ分 析 に適 して い る こ と,ま

た 表 形 式 で デー タベ ー ス を操 作 で き,デ ー タ間 の関 係 性

を動 的 に設 定可 能 なDBMSで あ る とい え る。IPSは 関

係 モ デル に 類 似 した デー タ モ デル で あ るが用 語 に若 干 の

相 違 が見 られ る。

GLCで は英 国IBMのPeterleeScientificCenterで

開 発 され たPRTV(PeterleeRelationqlTestVehicle)

を用 いて 都 市 計 画 に 関 す るデ ー タベ ー ス を運 用 し て い

る。 このPRTVと 前 述 のIPSに は共 通 点 が 多 い と説 明

を受 け た。

ま た,GLCの 端 末 室 に はPRESTEL(Presenta-

tionTelecommunication)の 端 末 が設 置 され てお りデ

モ ン ス トレ ー シ ョン を見 る機 会 が得 られ た。PRESTEL

は英 政 府(郵 政 省)が 推進 して い るテ レ ビと電 話 を利 用 し

た新 しい形 態 の情 報 提 供 シ ス テ ムで あ る。 提供 され る情

報 は,ニ ュー スや 天気 予報 を始 め,教 育,住 宅,ス ポ ー

ツ,株 式,趣 味,求 人,求 職,政 府 公 報,ゲ ー ム等 多岐
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に わ た っ てお り1979年 度 に は稼 働 が 予 定 され て い る。

な お,GLCで はIPSやPRTVの 他 に二 つ のDBMS

(IMS,ADABAS)を 導 入 してお り,ADABASの デ ー タ

ベ ー スに は住宅 問題 に 関 す るデ ー タが 格納 され て い る。

(8)BerkeleyWorkshop・VLI)B

第3回BerkeleyWorkshopは,8月29日 か ら3日 間

米 国 サ ン フ ラ ンシ ス コ市 で 開催 され た。 発 表 論 文 は7セ

ッ シ ・ン,約20論 文 で,中 心 テ ー マ はConsistency及

びconcurrencyの 制 御 問題 で あ っ た。 ま た,第4回V

LDBは9月13日 か ら3日 間 西 ベ ル リンで 開 催 され た。

発 表 論文 は27セ ッシ ョン,約90論 文 で会 議 参 加 者 は14

カ国約400名 の 多 きを数 え ナこが,日 本 や 米 国本 土 か らの

参 加 者 は 少 な か った。 本 会 議 に は,欧 州 に お け る デー タ

ベ ー ス 関係 者 の ほ とん どが 参加 し充 実 した も の で あ っ

た 。

3.実 現 化 へ の 技 術 的 問 題

以上欧米の4カ 国7機 関の調査概要及び二つの国際会

議について報告 した。訪問先のほとんどが大学及び公的

研究所であり,強 力なスタッフと優れた環境の中での意

欲的な研究姿勢がうかがわれ,施 設等 も羨む 限 りで あ

る。当研究開発のテーマである分散型データベースシス

テムの現状は,ま だ研究開発段階にあり評価方式云々以

前に実現化の問題に直面している。INGRES,LADD-

ER,FIDAS,IPS,PRTVの 各システムは既に稼働 し

て い るが,分 散 型 デー タベ ー ス と して は 実働 し て い な

い。POLYPHEMEは1979年6月 に プ ロ トタイ プの完 成

を 目指 し,ま たIRIAのSIRIUSプ ロ ジ ェ ク ト や

GHDのINGVERプ ロ ジ ェク トに よ る シス テ ム も実 現

化 の 方 向 に向 って 積 極 的 に 進 め られ て い る。

複 数(同 種/異 種)のDBMSを コ ン ピ ュー タネ ッ ト

ワー ク を介 して統 合 利 用 す るた めに は,未 解 決 の技 術 的

問 題 が 多 い。 特 に,異 種 のDBMSを 統 合 す る に は共 通

モ デル や共 通 言 語 の設 定,分 散 問題 や異 種性 問題 を解 決

す るそ れ ぞ れ の機 能 が必 要 で あ る こ とは い う ま で も な

い。 グル ノー ブル大 学 のM.Adiba教 授 は,「 異 種 の

DBMSの 統 合 が 実 現 され れ ば,パ フ ォー マ ン ス ロス も多

い と思 わ れ るが そ れ は支 払 うべ き代 償 で あ り,統 合 す る

こ とに よ り受 け る恩 恵 の方 が は るか に高 い。 」 と述 べ て

い る。

シ ス テ ムの評 価 尺 度 に関 して は,ほ とん どの 研究 者 が

シス テ ムの長 寿 命性,シ ス テ ムの 信 頼 性,通 信 コス ト/

通 信 量,応 答 性 を指 摘 して い る。 今 回 の 海 外 調 査 で,研

究 開 発 の第 一 線 に い る研 究 者 達 と行 った 技 術 討 論及 び二

つ の 国 際会 議 に 出席 した こ とは,当 研 究 開 発 に 多 くの 技

術 的成 果 を もた らす と共 に,大 いに 刺 激 とな り研 究 開 発

の意 義 も再 認 識 す るに 至 っ た。

○調査担当メンバー

浜中栄治,滝 沢誠 ・開発部
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国際会議 リポー ト

「日本 の コ ン ピ ュー タ産 業 」 に 関心集 ま る

第3回 日米 コ ン ピ ュー タ会 議

日米 コン ピ ュー タ会 議(USA-JapanComputerCon-

ference,略 称UJCC)は 元IFIP会 長Dr,RichardI.

Tanakaに よ って 提 唱 され,1972年 に そ の第1回 が開 催

され た。 この会 議 は世 界 の第1,2位 の コ ンee=・ 一夕先

進 国 の 間 で,技 術 的 お よび人 的 交 流 を さ らに さか ん に す

る事 を 目的 と し,同 時 に わ が 国 が この分 野 で の 国 際会 議

の経 験 を得 る とい うね らい もあ った よ うで あ る。

当 初 の 申 し合 わ せ に した が い,3年aと に会 議 が 開催

され,第2回 の1975年 に引 き続 き,今 回 は第3回 目に あ

た る。 ま た過 去2回 は 日本 で 開催 され た の に対 し第3回

は初 めて米 国 で 行 わ れ た。

さ る10月10日 よ り3日 間 サ ン フ ラ ンシ ス コ市 で開 催 さ

れ た この会 議 に は,日 本 よ り139名,米 国 よ り260名,

計399名 が 参 加 した。

過 去2回 が1,000名 を越 え る参 加 者 を集 めた の に対 し,

今 回 は場所 が米 国 とい うこ と もあ り,か な り小 規 模 で あ

った。

会 議 の セ ッシ ョンス ケ ジ ュー ル を表 一1に 示 す 。 ま ず

初 日 に行 わ れ た 基 調 講 演 は,最 初MITの 学 長Dr.

JeromeWisnerよ り,科 学 技 術 の発 展 とその 人 類 ・世 界

に 及 ぼす影 響,科 学 技 術 に たず さわ る もの の 使 命 とい っ

た きわ め て格 調 高 い哲 学 的 な講 演 が あ っ た。 次 に 日本 側

の 日本 電気 会 長 の小 林 宏 治 博 士 が 、日本 の コ ン ピ ュー タ

産 業 の ル ー ツ と開発 、 と題 して,こ こ20数 年 来 の わ が 国

の コ ン ピ ュー タ発 展 の歴 史 と経 過 を述 べ,前 者 に 比 べ 極

めて 具体 的 な 内容 の 申 に,わ が 国 の業 界 にお いて も研 究

開発 へ の ひ と方 な らぬ努 力 と精 進 の あ っ た事 が強 調 され

た。 日米 と もに そ れ ぞ れ特 色 の あ る講 演 で あ っ たが,通

訳 な しで行 わ れ た。

小 林 氏 の英 語 に よ る講 演 は特 に米 国側 に好 評 で あ っ

た。

今 回 の ハ/ラ/ト の一 つ は,2日 目の 午 後 に 行 わ れ た

、日本 の コ ン ピ ュー タ産 業 と米 国 の理 解 す べ き事NXと い

う特 別 パ ネ ル討 論 で あ っ た。 学 術 的 な国 際 会 議 に は不 似

合 い な テ ー マ で は あ る が,日 米 貿 易 戦 争 の 火 の粉 は否 応

な しに コン ピ ュー タ産 業 界 に も及 ん でお り,い ささか 過

大 評 価 の感 な きに し もあ らぬ わ が 国 の コン ピュ ー タ産 業

に対 す る米 国 側 の正 しい認 識 を求 め る とい う目的 の 一端

は果 た した よ うだ。

一 般 セ ッ シ ョンで は
,ソ フ トウエ アエ ン ジニ ア リン グ,

DBMS,ア ー キ テ ク チ ャ,VLSI,信 頼 性 に 関 す

る もの な ど,時 代 を反 映 し た テ ー マが 主 力 を 占め た。 本

会 議 の特 徴 の 一 つ は 日米 同 数 の 論文 が 発 表 され る こ とで

1回,2回,3回 と順 を追 って 見 て行 くと,日 本 の論 文

の質 が徐 々 に 向上 して ゆ くの が わか る。 日米 コ ン ピ ュー

タ会 議 の 内容 だ け か ら日米 技 術 格 差 を論 ず るの は 不適 当

で あ る が,力 の米 国,技 の 日本 とい三 た ス ポ ー ツ に も似

た一 般 論 が,こ の 分 野 にお いて も通 用 しそ う に 思 わ れ

る。 米 国 の 巨大 シ ス テ ムの 開発 力 に み られ るス ケ ー ル の

大 き さに は 日本 はtち うちで きな い が,例 え ばVLSI

や パ タ ー ン認 識 等 にお け る技 の 部 分 は もはや わ が 国 が 追

いつ き追 い越 す状 態 に あ る と もい わ れ る。

な お今 回の 会 議 で,日 本 側 に特 に好 評 だ った もの に テ

ク ニ カ ル ツ ア ー が あ る。 会 議 の 前 後 に計2日,午 前 ・午

後 に分 け る と一 人 で4ヵ 所 の 訪 問 が 可 能 とな る。 見 学 先

は,AmdahlCorp,StanfordUniv.,AILaboratory

UnitedAirlines,BART,FordAerospace,NASA,

Amesの6ヵ 所 で あ り,ほ とん どの 日本 人 参 加者 が この
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表 一1セ ッ シ ョ ンス ケ ジ ュー ル

Room1 Room2 Room3 Room4

10 午

}{A無 一一 一‥一

オープニ ングセ 。シ 。ン 差 綱 演1
…

D仁Je「 ・鵬BWiesner(MIT学 長)[

月 前 小林宏治(日電会長)「
「

10

日
午

ネ ッ トワー クに よ る コン

ピ ュー タ 処理

パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ

処 理
動作解析 とモデ リング

　 A…

(火) 後
分散処理システ・ 問題鰍 鯛 已 字仮 名処理

午 ソフ トウエ ア クエ ン ジニ DBMS 障害の検出と回復
前 ア リ ング

10

テス ト機能 とその設計 人工知能 とパ ター ン認識 プログラ ミング言語 と翻 数値解析
月 訳系

11 午
一

パ ネル 討 論:日 本 の コ ン ピ ュー タ 産 業

日 司 会:安 藤 馨(富 士 通),R.1.Tanaka

(水)
後

パ ネ リス ト:

高 橋 茂(日 立)EvanW.Rowe(Tektronlg)

鍵 山圭 一 郎(日 電)JerryLevine(MentorInternational)

10 午 医療におけ るデータ マネ アー キテ クチ ャ メ モ リー技 術

月 前 ジ メ ン トとパ ター ン認 識

12
午 ・ADとVLSIl・Sと ・一キテ ・チ ・ 医雑 報 シス テ・

日

(木) 後

一.一 一一 ・一 『A

VLSI OSと 信頼性 ア プ リケ ー シ ョン

ツ アー に加 わ りそ れ ぞ れの 受 け入 れ 側 の 親 切 な 応 対 に感

謝 した。

な お この他 ハ ー ドウ エ ア とソ フ トウ エ ア の カ タ ログ展

示 と して 日米 合 わせ て35社 か らの 出展 が あ っ た。

いずれにせよ150名 に近い若手技術者や研究者が,こ

の様な形で国際交流の経験を持ち得た事の意義は極めて

大 きい。

(山本欣子 ・開発部長)

ヅ ・

倉
4

,
」

ヨ

白
田
日
・
」
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国 際会議 リポー ト 1

進展 す る コン ピュー タ通 信

第4回 国際 コ ン ピュー タ通 信 会議

去 る9月26日 よ り4日 間,第4回 国 際 コ ン ピ ュー タ通

信 会 議(TheFourthInternationalConferenceon

ComputerCommunication,略 称ICCC-78)が 世 界31カ

国 よ り985名 の 参 加 者(表 一1参 照)を 集 め て,国 立 京 都

国際 会 館 にお いて 開 催 され た。

ICCCは コ ン ピュー タ通 信 に 関 す る技 術,政 策,社 会

経 済 等 に わた る学 際 的 諸 問題 を,世 界 各 国 の 関 係 者 の 間

の
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∨

で発 表,討 論 を行 う こ とを 目的 と し,1972年 に ワシ ン ト

ンD.C.で 第1回 目が 開 催 され て 以 来,1974年 ス トック

ホ ル ム,1976年 トロ ン トと隔 年 に 開 催 され て来 た。

今 回 のICCC-78は"Evolutions三nComputerCommu-

nications"(進 展 す る コ ン ヒ.ユー タ通 信)の テ ー マの もと

に 実 用 期 に 入 った コ ン ピ ュー タ通 信 時代 に ふ さ わ し く

各 国 の デー タ通 信網 の運 用 経 験,国 際標 準 の実 用 化 に も

とつ く評 価,コ ン ピ ュー タ と通 信 との よ り新 しい融 合 に

よ る新 サ ー ビス,光 通 信 や衛 星 通 信 の応 用 等 を は じめ,

最 近 とみ に そ の重 要 性 が強 調 され る コン ピ ュー タ通 信 を

め ぐる国 内 ・国 際政 策 の諸 問題,社 会 的 イ ン パ ク ト,国

際 間 の情 報流 通 の 問題 等,多 彩 な 内容 が発 表 討 議 さ れ

た。 表 一2に 今 回 の セ ッシ ョン ・ス ケ ジ ュー ル を示 す。

基 調 講 演 を含 め33の セ ッシ ョン が構 成 され,124件 の 論

文 が発 表,討 議 され た。

先 ず初 日 の午 前 申 は開 会 式 に ひ きつ づ き,北 原 電電 公

社 副総 裁 の も現 代 社 会 に お け る コ ン ピュ ー タお よ び電 気

通 信 ユ ー テ ィリテ ィ、 と題 す る開 会 講 演 が 行 わ れ,現 代

社会 の 基 本構 造 と して の通 信 技 術 と コ ン ピ ュー タ技 術 の

結 合 の重 要 性 とICCCを 通 して の 国際 協 力 の重 要 性 が強

調 され た。

つ づ いて,ICCCの 三 つ の 分 野,社 会 問題,情 報処 理,

通 信 を代 表 して,そ れ ぞ れH.P.Gassman(OECD),
ト

K.W.Uncapher(南 カリフ ォルニア大学教授),山 内正

弥(電 電公社研究開発本部長)の 各氏の基調講演が行わ

れた。

Gassman氏 は次のように将来の見通 しを述べた。 「現

在は多量の情報があふれているが,こ れを高度に利用す

る技術が要求され,こ れにともなってデータベース,プ

ログラムあるいは個人データの保護に関する国際的な合

意が必要になった。また開発途上国への対応 も重要であ

一15一
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表 一2セ ッ シ ョ ン ・ス ケ ジ ュ ー ル

lM…H・ll …mAl…m・

9/26

(火)

開 会 式

基 調 講 演 1
認 ネ・‥ クの跡 継『 網間接続:三 溌;多 聖 霊 角二/

デ ー タ ネ ッ トワー クの 運 用 経 験

(No.2)

フ ロー制 御 リン グ ネ ッ トワ ー ク と光 フ ァイ バ

の応 用

9/27

(水)

・ンピ・一括 信調 の諸問題 ・ンピ・一斑 信政 策 と標準化1分 散処理 とソフ ・ウ ・ア
・一」A..一 一－

X.25プ ロ ト コ ル 機密 保護 とセキ ュリテ ィ コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワ ー ク の トポ
ロジ設 計

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クア ー キ

テ クチ ャ(NO.1)

コンピュータ通信 の社会的 問題点 通信 システムの解析技術

一 ー一 一.一

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クア ー キ

テ ク チ ャ(NO.2)

コ ン ピ ュー タ通 信 の応 用 基礎理論

9/28

(木)

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クア ー キ

テ ク チ ャ(NO.3)
衛 星 パ ケ ッ ト通 信(No.1) 新 サ ー ビス シス テ ム

パケ ・ ・交換 已 星パケ ・ ・通信(No.2)1

フ ァク シ ミ リお よ び ビデ オ 通 信 デー タ通 信 に お け る ネ ッ トワー ク

イ ン ク フ ェー ス

コン ピュータ通信 の諸問題 と国際

機関 の活動

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クの 最 近

の開 発

9/29

(金)

会話 型事務処理 システム

ー

コ ン ピュー ク ネ ッ トワー ク設 計 上

の要 点

・ ・テ ・ク・と・… 通信 ピ … ル設計上の要点

コン ピュータ通信:現 在 と将 来

(パ ネル討論)

閉 会 式

σ

る。LSIの 進歩は顕著であるが,こ れが将来の失業を

もたらすのか,新 しい産業分野 と雇用を促進するのかも

今後の問題である。

つづいてUncapher教 授はコンピュータの部品間の通

信から,近 代的なネットワークに至る各種の通信はコン

ピュータ技術の発生以来の主要な問題であったことを述

べた。今後は通信 と情報処理を組み合わせて現在の郵便

電話,デ ータ通信の区別を越 えた新 しいシステムが形成

され,コ ンピュータデータの形式での大量情報の組織的

活用が予想 されると述べた。

最後に山内氏は電話 とデータ通信の対比を行い,端 末

の数では2桁 の差があるが,そ の社会的重要性は極めて

高いものであると述べた。 これに対応するため通信側は

新 しいネットワークを形成 し,さ らに高位 のネットワ

ーク ・アーキテクチャを準備している。将来は電気通信

の分野では光通信,衛 生通信の発展が予想 される。これ

によってPCM通 信の普及が促 され,2進 符号による通

信が一般化すれば,情 報処理 と電気通信はさらに一体化

し,デ ジタル総合サービス網が実現 されることになろう

と述べた。

当然のこととはいえ,三 者の講演はいずれも情報処理

と通信の一体化と,国 際協調の重要性を強調する形 とな

った。

初 日の午後から開始 された一般セッシ・ンは2～3の 会

場で並行して行われたが,以 下に今回の会議内容を特色

づける要素を幾つか列挙してみる。

(1)X25を 中心 として国際標準の定着がめざましい。

前回ICCC-76に おいて一挙に盛 り立 った感がある

この標準/ン タフェースが,2年 後にはもう広範囲

の実績をともなって実用化されて来ている。 この分

一16一
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野 に お け る 国際 標 準 の確 立 が如 何 に重 要 で あ り,か

つ 緊急 に待 ち望 ま れ て い た か が改 めて 認 識 させ られ

た。

(2)SNAを 始 め とす る各 メー カの ネ ッ トワー ク ・ア

ー キ テ ク チ ャ(NA)は
,コ ン ピ ュー タ通 信 時 代 の

象 徴 とい って もよい 。即 ち 自 由競 争 を基 本 理念 とす

る コ ン ピ ュー タ分野 と,従 来 ほぼ独 占体 制 に近 い形

で成 長 して来 た通 信 分野 とは,本 質 的 に そ の生 ま れ

も育 ち も異 な るの だ とい う点 を再 認 識 させ られ る。

国 際標 準 化 推 進 の動 き と並 行 して,自 己 主 張 型 の

各 社NAが 強 力 に打 ち出 され た事 の 相 互 矛盾 は,I

SOに 二よ るOSI(OpenSystemlnterconnection)

の 今 後 の 活 動 に よ っ て その 具 体 的 解決 手 段 が与 え ら

れ てゆ くで あろ うが 前 途 多難 を予 想 させ る。

(3)CCITTお よ びISOの 国際 標 準 化 活 動 に 関 し,今

回 は こ との ほか 多 くの セ ッシ ョンで関 連 す る発 表 討

論 が 行 わ れ た。ISOは 元 来,情 報 処 理 分 野 の 国際

標 準化 問題 を扱 って来 た の に対 し,CCITTは もと

も と通 信 主 管 庁 な い しは コモ ン ・キ ャ リアの 間 での

国 際標 準 化 機 構 で あ る。 コン ピュ ー タ通 信 の 出 現 に

よ って この 両 者 の テ リ ト リが か な りオ ーバ ラ ッ プ し

て しま っ た。今 後両 者 の分 担 を ど う明 確 化 す る のか,

あ る い は同 一 の 対 象 を異 な るサ イ ドか らそ れ ぞ れ検

討 す るの か,こ の 問 題 に 関 して の よ り充 分 な 言及 や

討 論 の 時 間 が 欲 しか った。

(4)テ レ テキ ス ト,ト ラ ンザ ク シ ョン ・サ ー ビス,総

合 デ ジ タル ・サ ー ビス等 の新 サ ー ビス に関 す る発 表

も多彩 で あ っ た。 しか し現 在 の焦 点 で あ るAT&T

のACS(AdvancedCommunicationrService),や

SBS(SatelliteBusinessSystem)に 関 して は ほ と

ん どふれ られ な か った の も今 回 の特 長 の一 つ とい え

る。 次 回 のICCC-80に 期 待 しよ う。

(5)社 会 的4ン パ ク トの トッ プに あ げ られ るセ キ ュ リ

テ ィ と機 密 保 護 に 関 して は,早 急 な対 策 の必 要 性 が

こ こ数 年 来 叫 ばれ 続 けて来 た に もか か わ らず,そ の

実 用 化 は遅 れ て い る。

しか しな が らそ れ ぞ れ の個 別 シス テ ムに お い て は

可能 な と ころ か ら徐 々 に地 道 な努 力 が続 け られ て い

る事 が 印象 づ け られ た。

(6)コ ン ピ ュー タ通 信 に関 す る国 内的 お よ び国 際 的政

策 の 諸問 題 は,国 内 に お け る通 信 事 業 の 独 占か 自由

競 争 の導 入 か の問 題 か ら始 ま り,単 な る電 話 の 延長

と して と らえ難 くな っ た コ ン ピ ュー タ通 信 サ ー ビス

の 多様 性 と,社 会 的 ニー ズ の 変 化 等 に 対処 す る新 制

度 の 必 要 性,技 術 的 に 極 めて 容 易 とな っ た 国際 間 の

コン ビ。ユー タ通 信 の 実 現 に と もな う国 家的 プ ライ バ

シ ーの 保 護 や,貿 易 問題 を 含 む 国 際経 済 との関 連 等

こ こ数 年 来大 きな広 が り と切 実 感 を もっ て迫 っ て来

た。 この 問題 は 開発 途 ヒ国の 参 加 も得 て,パ ネ ル討

論 が欲 しい テ ー マ で あ る。

(7)1972年 か ら隔 年 に行 な われ て 来 たICCCの 内容 を

追 っ て み る と,そ の 技 術 的 発 展 の 速 度 が か な り明確

に把 握 で きる。 キ ャ リア主 導 の デー タ伝 送 フ ァシ リ

テ ィは パ ケ ッ ト交 換 や そ の 他 の付 加 サ ー ビス を含 め

か な り急 速 に 発 展 しつ つ あ るが,ネ ッ トワー ク制 御

用 のOSソ フ トウエ ア,分 散 リソ ー ス統 合 処 理,ユ

ー ザ ・イ ン タ フ ェー ス等 の高 位 機 能 は相 対 的 に な お

遅 々 と して い る。

閉会 式 に お け る カ ー ル ・ハ マ ーーーICCC副 会 長 の 発

言 に もあ っ た よ うに,ICCCの 役 割 は今 後 さ らに高

位 の ユ ーザ に近 い レベ ル の 技 術 的 問題 をよ り多 く取

り一ヒげ てゆ くべ きで あろ う。

今 回 のICCC-78は,ほ ぼ1,000名 近 い 参加 者 を 得

て,過 去 最 大 の 規 模 とな った 。 た だ 日本 の地 理 的 条 件 と

異 常 な 円 高 状 況 も災 い して外 国か らの 参 加 は必 ず し も高

くはな か った。 しか しな が ら この 分 野 に お け る海 外 の著

名 人 が全 世 界 か ら一 堂 に会 し た感 が あ り,国 際会 議 な ら

で は の雰 囲気 を盛 り上 げ た。

ま た,初 日の 午 前 中 を 除 き会 議 は す べ て英 語 で 行 わ れ

た が,約40件 の 日本人 発 表 も語 学 の ハ ンデ ィを無 事 に切

り抜 けた。 これ ら 日本 か らの論 文 の質 もほ ぼ水 準 以 上 で

あ り,光 通 信 の応 用 等 の面 で は 日本 の先 進 性 が 日 立 っ

た。 特 に 電 気 通 信 と情 報処 理 の両 者 を手 中 に収 め て い る

日本 の キ ャ リアの 強 さは外 国 参加 者 に は 印象 的 で あ った

に 違 い な い。

な お 次 回ICCC-80は,]980年10月,米 国 ジ ョー ジ ア州

ア トラ ンタ市 にお い てAT&Tの 主 催 に よ り開 催 され る

予定 で あ る。(山 本欣 子 ・開発 部 長)
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国際会議 リポー ト

高 ま る 「将 来 の オ フ ィス」 へ の 関心

info'78,シ カ ゴ

,

さる10月16日 か ら4日 間,シ カゴで"info'78"と い うコンピュータ会議/展 示 会が開 催 さ

れ た。 この会議 は,規 模で はNCC(全 米 コンピュータ会議)に およばない ものの,そ のテー

マは他 にな いユニークな もので ある。以下,実 際 に この会議に参加 しての感想 を交 え,Infoの

性格,内 容,そ して米国 で関心が高 まってい る情報処理 の新しい方 向について報告す る。

θ

1.情 報の効率的管理 を目指 して

infoは,正 式 に はInformationManagementExpo-

sitionandConference(情 報管 理展 示 会/会 議)と 称 さ

れ る もの で,今 年 で5回 目 を迎 えた 。名 前 か ら も明 らか

な よ うに,情 報 を い か に効 率 的,効 果 的 に管 理 し,企 業

経 営 に 生 か して行 くか,と い うの が 基 調 テ ー マ で,今 回

は 「情 報 化 時 代 にお け る戦 略 的 プ ラ ンニ ン グ」 が主 題 と

して掲 げ られ た。

infoの 発 足 は,NCCの 発 足 に端 を発 して い る。 つ ま

り,従 来SJCC(SpringJointComputerConference)
り

FJCC(FallJointComputerConference)の 名 で春 と

秋 に行 わ れ て い た世 界 的 な コン ピュー タ会 議 が,73年 か

らNCCと して 統 一 され,毎 年春 に 開催 され るよ うに

な っ ナこた め,秋 季 の 穴 をinfoで 埋 めよ う とい うの が 当

初 の狙 い だ った わ けだ。 同時 に,技 術 者 志 向 のNCCに

対 し,マ ネ ー ジ ャ志 向 とい う特 色 も打 ち出 され た。NC

Cに 比 べ,よ りユ ー ザ ・オ リエ ンテ ッ ドな 会 議 で あ る と

い う こ とが で きよ う。

会 議 はAMA(AmericanManagementAssociation;

米 国経 営 協 会)が,そ して展示 会 はClaPP&Poliak社

が マネ ジメ ン トを行 って い る。会 議 は,① 情 報 管 理,②

情 報 処 理 技 術,③ オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン,④ ス モ

ー ル ・ビジネ ス ・シ ス テ ム,そ して⑤ 産 業 別 セ ッシ ョン

に 分 け られ,約70の セ ッ シ ョンで合 計200人 以 上 の 講 演

が 行 わ れ た。 展 示 会 は7万 平 方 フ ィー トと前 回(ニ ュー

ヨ ー ク)の 倍 近 くの スAO・一ース に200社 が出 品 した 。

参 加 総 数5万7,000人,出 品企 業350社 を数 えた 今 年

のNCCと ま で はい か な い がinfo'78の 参 加 者 は これ ま

で最 高 の1万7,000人 を記 録 し,展 示 ス ペ ー ス は第1回

NCCと 同 じ規模 で あ っt。 これ はNCCと は一 味 違 う

infoが,規 模 の点 でNCCの 追 撃 に入 っ た こ とを示 唆

す る もの と受 け とめ る こ とが で きよ う。

展 示 で注 目 され た こ とに は,CDC以 外 の主 要 メ イ ン

フ レー マ が そ ろ って 出品 した こと,初 参加 出品 企 業 が一

挙 に60社 もふ え た こ とな どが あ るが,NCCに こ こ2年

程 出 品 して いな いHewlett-Packardが 初 め て参 加 した

こ と,IBMのDPD(デ ー タ ・プ ロセ シ ング部 門)が

出 品 した こ と(従 来 はGSDとOPDの み が参 加),そ

してNCRが 展 示 スAO・・一ス を一 挙 に5倍 に した こ とな ど

も注 目 を集 め て い た。

五大 テー マ の も とに さ ま ざ ま な セ ッシ ョンが 並 行 して

行 われ,合 計2,600名 に の ぼ る出席 者 を数 えt。4日 間

の会 議 登録 料 が225ド ル とい うこ と を併 せ考 え る と,こ

の数 字 は注 目に 価 す る とい え よ う。
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最 近,ヘ オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン、 とか 、オ フ ィ

ス ・オ ブ ・ザ ・フ ュ ー チ ャー"と いわ れ る概 念 へ の 関心

が 急 速 な 高 ま りをみ せ て い る。 情 報 の 効率 的管 理 を標 榜

す るinfoに と って,こ れ が大 きな柱 に な って い るの は

当 然 とい え ば当 然 の こ とで あ る。 そ して,事 実,オ フ ィ

ス ・オ ー トメー シ ョンに 関 した セ ッシ ョンは,大 会 議 場

で開 か れ,多 くの 参加 者 を集 め て い た。

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン ・シ ス テ ム とい って も,

その 実 体概 念 は非 常 に 多岐 に わ た って い る。 ワー ド ・プ

ロ セ シ ン グ は もちろ ん の こ と,テ レプ リン タお よ び フ ァ

ク シ ミ リ,電 子 複 写,プ リ ンテ ィ ング ・シ ス テ ム,マ イ

ク ロ フ ィル ムお よ び フ ィッシ ュ,ド キ ュメ ン ト保 管/検

索 シス テ ム,PABX,小 型 ビ ジネ ス ・シス テ ム,デ ィ ク

テ ー シ ョン機 器,電 子 郵便,さ らに は オ フ ィス 環 境 その

もの の コ ン トロ ール や保 安 シス テ ムな ど も含 ま れ るの で

あ る。

こ うした 問題 が これ ま で の事 務 合 理 化 の 歴 史 の 中 で絶

えず 問 わ れ て きた こ と もも ちろ ん で あ る。 それ がな ぜ 最

近 にな って 急 に注 目 され るよ うに な った の で あ ろ うか 。

この背 景 に な って い る要 因 は,ま ず第 一 に技 術 革 新 が新

しい可 能性 を示 した とい う こ とだ。 つ ま り,エ レ ク トロ

ニ クス の技 術 進 歩 は素 子 能 力 の高 度 化 と低 コス ト化 そ し

て大 量 安 定 供 給 を生 み,こ の結 果 シ ス テ ムの 各 所 に イ ン

テ リジ ェン ス を付 加 す る こ とが 技 術 的 に もま た経 済 的 に

も可 能 に な っ て きた。 また 通 信 技 術 の 進歩 に よ り,各 シ

ス テ ムを相 互 に接 続 し,統 合 化 され た シス テ ムの構 築 が

可 能 に な っ て きたの で あ る。 そ して これ らは オ フ ィス ・

シ ス テ ム とデ ー タ処 理 シ ス テ ムの 統 合 化 の 気運 さえ 生 ん

で い る。

オ フ ィスの 生 産 性 の 改 善 が 製造 分野 と比 べ て著 し く遅

れ て い る こ とや,高 騰 を続 け る人 件 費 の 問題 な ど もオ フ

ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 推 進 要 因 とな って い る。 労 働

者 一 人 当 りの 設 備 投 資 額 を製 造 現 場 とオ フ ィス を比 べ れ

ば,オ フ ィス の合 理 化 投 資 の 余 地 が いか に 大 きい か とい

う こ とが わ か ろ う。

しか しな が ら,新 しい展 望 が 開 か れ たか ら とい って 直

ちに オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンが 開 花 す るわ けで は な

い。 機 器 コス トが低 下 して きた とは い え,や は りこれ は

大 きな ネ ック にな って い る。 理 論 上 か らい え ば,現 在 タ

イ プ ライ タで行 われ て い る仕 事 はす べ て ワー ド ・プ ロセ

ッサ で代 替 され る わ け だか ら,今 後5～10年 間 の展 望 を

み て も,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ に移 行 す る タイ プ ・コ ミュ

ニケ ーーシ ョン全 体 の5%程 度 に と どま るで あ ろ う。

ヒ ュー マ ン ・イ ン タ フ ェース も残 され た 大 き な 問 題

だ。 オ フ ィス ・シ ス テ ム は,訓 練 され た 専 門 家 が扱 う も

の で は な く,ご く普 通 の 一 般 事 務 員 の 手 で扱 わ れ る もの

で あ る以 上,操 作 の容 易 性 は必 須 の 前 提 条 件 とな る。 ま

た,統 合 シ ス テ ムの 開 発 も進 め られ な けれ ば な らな い。

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの進 展 を遅 らせ る要 因 と

な るの は,技 術 的 諸 要 因 だ けで は な い。 最 も大 きな 障 害

に な る と思 わ れ るの は事 務 職 員 の心 理 的 な抵 抗 感 で あ ろ

う。 技 術 革 新 が さ らに進 み,オ フ ィス の統 合 オ ー トメ ー

シ ョン ・シス テ ムが 技術 的 ・経 済 的 に可 能 に な っ ナこと し

て も,そ れ を使 う人 間 の 問題 が残 され る。 こ う した こ と

か ら もオ フ ィス ・シス テ ムの 展 開 は,漸 進 的 な もの とな

り,こ こ しば ら くは個 別 製 品 レベ ルー 例 え ば コ ピー装

置,ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ,マ イ ク ロ関 連機 器 専 一 での

改 善 が 図 られ よ う。

3.求 め られる先見性

現実のオフィスのオー トメーション化はまだまだ先の

ことであるが,米 国ではすでに上に述べたような人間の

・-19一
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心理的要素の問題について も論 じられているなど,議 論

の幅広 さ,奥 の深 さには注目すべきものがある。ただ注

意 しなければな らないのは,こ うした議論は即日本に平

行 移 動 す る こ とは で きな い,と い う ことで あ る。

ビジ ネ スの や り方 の 差 は もち ろん で あ るが,米 国 で は

タイ プラ イ タ が 日常 的 に使 わ れ てい る と い う 事 実 が あ

る。 この 結 果,文 書 の 入 力 が 容 易 に 行 わ れ,ワ ー ド ・プ

ロセ シ ン グの 有 用 性 が 高 ま って い る。 この入 力 を さ らに

ソ ー ス に近 づ け るtcめ,OCRが 再 び脚 光 を 浴 び るよ う

に な っ て きてお り,キ ー ボ ー ド入 力 の削 減 が 図 られ つ つ

あ る。 日本 で は この 入 力 が 最 大 の ネ ッ クに な って お り,

これ が文 書 処 理 の 遅 れ を生 ん で い る。

と もあれ,長 期 的 視 野 で み た 場 合,オ フ ィス の機 械 化

は必 然 的 な 方 向 で あ る とい えよ う。 この分 野 で最 先 端 に

あ る米 国の 動 向 に,こ こ当 分 注 目す る必 要 が あ ろ う。

(宗像徳英 ・調査課)
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コ ン ピ ュ ー タ ・ア ー トの 変 遷

ア ー トと テ ク ノ ロ ジ ー の 間

コ ン ピ ュー タ ・エ ー ジ社 出版 事 業 部 尾 崎 秀 夫

1960年 前 半 に,欧 米 を中 心 に 航 空 機,自 動 車 等 の 工 業 デザ イ ン ・シス テt、か ら コ ンt"ユ'一 夕

・ア ー トの 応 用 研 究 が 始 め られ
,今 日で は コ ン ピ ュー タ ・ア ー トに マイ ク ロ ・コ ン ビ ョー タ を

利 用 した 作 贔 も登 場 して い る。 この よ うに テ ク ノロ ジー の 発 達 に よ りコ ン ピ ュー タ ・アー トも

さ ま ざ まに 変 遷 して きて い る。 その あ りさ ま を尾 崎 氏 に リポ ー トし て も らった 。

●

1・ 計算機の発達

計 算 の歴 史 は人 間 の 歴 史 で あ り,最 も古 い計 算 の道 具

は指 に始 ま っ た。 しか し,自 給 自足 の 時 代 か ら,や が て

物 々交 換 の 時 代 に移 る と,物 流 が 始 ま り,同 時 に情 報 の

交 換 が 著 し くな った 。 この 時 期 に は,も は や指 だ けの計

算 で は不 便 とな り,指 の 計算 か ら,小 石 を道 具 とす る計

算 が発 達 し た。 この 小石 の 組 み合 せ に よ って,原 始 的 な

四 則 演 算 が 容 易 とな り,ソ ロバ ンの原 型 を形 作 った とい

わ れ る。

機 械 装 置 を駆 動 す る,い わ ゆ る計 算 機 の発 明 ・発 達

は,パ ス カ ル(1623～62年)のss歯 車 式10進 桁 上 り計 算

機(1642年)ssと され,そ の 後,各 種 の 改 良 や,画 期 的 な

発 明 な どの 紆 余 曲 折 を経 て,1945年,世 界 最 初 の電 子 計

算 機 「ENIAC(ElectronicNumericalIntegerAndCal-

curator)」 が発 表 されt。 そ の後,今 日ま で の,わ ず

か30余 年 の 間 に,エ レク トロ ニ ク ス は飛躍 的 な発 展 を遂

げ,コ ン ピ ュー タ産 業 を 巨大 産 業 ま で の し上 げ た。

2.芸 術 メデ ィアと しての コ ンピ ュー タ

コンピュータの及ぼす影響は,産 業のみに と どま ら

ず,政 治,経 済,文 化へ と波及し,情 報社会 を形 成 し

た。

1940年 代に,初 めてディジタル ・コンピュータが現わ

れて以来,そ の利用は,科 学技術計算やビジネスでの経

営 情 報 の 蓄 積 や 処 理 と して,発 展 して来tが,1960年 代

前 半 に な る と,ア メ リカ,イ ギ リス,ド イ ツ を 中心 に,

数 学者 や 技 術 者 達 に よ って,コ ン ピ ュー タに よ る,科 学

的 な 、美 学 、 の探 求 が活 発 に 行 わ れ るよ うに な り,コ ン

ピ ュー タに よ る芸術 領 域 へ の応 用 の 第 一歩 を 踏 み 始 め

た。す な わ ち,CAD(ComputerAidedDesign)シ ス テ

ムで の航 空 機,自 動 車,造 船,建 築 な どの物 理 的性 質 を

数 理 分 析 し,設 計 す る,工 業 デザ イ ン ・シス テ ムか ら,

コン ピ ュー タ ・ア ー トへ の応 用研 究 が始 め られ た。

や が て,実 験 的 な コ ン ピ ュー タ ・アー トの発 表 や展 示

会 が,ア メ リカ 「ニ ュー ヨー ク ・ギ ャラ リー」,そ の他

で 行 わ れ,1968年 夏 に は,ロ ン ドンの現 代 美 術 館 で,歴

史 的 な コン ピ ューータ ・ア ー ト展 「CybemeticSerendipi-

ty」 が大 々的 に催 され た。 この 展 覧 会 は,最 初 の大 規 模

な コン ピ ュー タ ・ア ー ト展 として,有 識 者 の 関 心 を集 め

た。6,500平 方 フ ィー トの 展 示 面 積 に,コ ン ピュ ー タ ・

グ ラ フ ィッ ク,コ ン ピ ュー タ作 曲/演 奏 ミュー ジ ッ ク,

コ ン ピ ュー タ ・ア ニ メー シ ョン,'NC(NemericalCor

trol)彫 刻,な どの 作 品 を網 羅 し,出 展 者 も325名,観 覧

者 も6万 人 を超 え た と い う。

3.コ ン ピ ュ ー タ ・ ア ー テ ィ ス ト

今 日,コ ン ピ ュー タ ・ア ー トは,グ ラ フ ィ ック ・デザ

イ ナ ー,彫 刻 家,建 築 家,音 楽 家 達 に よ って,制 作 され

て い る が,彼 らの 多 くは,プ ロ グ ラマ ー と共 同 して,制
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作 して い る。

た と えば,二 次 元 コン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィッ クを制 作

す る場 合,ア ー テ ィス トは,ま ず シス テ ム ・エ ン ジ ニア

プ ログ ラマ ー達 に制 作 の モ チ ー フ を伝 え る。 プ ロ グ ラマ

ー は,そ の モ チ ー フ を符 号 化 し,幾 何 学 的 座 標 デー タ と

して,パ ン チ ・カ ー ドを介 して,コ ン ピ ュー タに入 力,

処 理 を し,ラ イ ン ・プ リン タ ーやX・Yプ ロ ッ ター な ど

で 出力 す る。

この コン ピュ ー タ ・グ ラ フ ィッ ク と従 来 の手 書 きに よ

る描 画 の 大 きな 違 い は,コ ン ピ ュー タに よ る無 限 の複 製

に あ る。 この 点 で は,石 版 印刷 や 版 画 と類 似 す るが,コ

ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィッ クは,さ らに,数 値 化 した デー

タ に,矩 形乱 数 を発 生 させ た り,ラ ン ダ ム ・パ ター ンを

創 り出す な ど,偶 発 的 な 図 形 が 自在 に得 られ る。

㍉ ン ピ ュー タ ・アー ト、 とい う用 語 が,現 在,洋 の

東 西 を問 わ ず,普 遍 的 に用 い られ て い る が,で は コ ン ピ

ュ ー タで 芸 術 作 品 を創 作 す る上 で の コン ピ ュー タの 役 割

は,ツ ール(道 具)な の か,あ るい は メ デ ィア な の か,

と い う質 問 が,出 て 来 るが,今 だ に定 義 ら し き もの は無

い よ うだ 。

4.コ ン ピ ュ ー タ ・ア ー ト展

日本 で の コン ピュ ー タ ・アー トの こ ころ み は,1960年

代 後 半 か ら 見 られ る。1967年,東 京 大 学 工 学 部 の 山田

学氏 が,X・Yプ ロ ッ ター で描 い た 幾 可 学 的 な 図 形 を コ

マ取 りした,フ ィル ム ・ア ニ メ ー シ ョン を発 表。 同年,

CTG(ComputerTecniqueGroup)が 発 表 した,一 連 の

作 品 が あ る。 な か で も1967年 の 作 品"ReturntoSquare"

は,海 外 で の評 価 も高 く,CYBERNETICS--ArtandIde

as,ARTISTandCOMPUTER,そ の他 の書 籍,雑 誌

で,広 く紹 介 され た。

1973年 の 第2回'情 報 化 週 間 、 の 一環 と して,初 め て

「コン ピ ュー タ ・ア ー ト展 」 が,銀 座 ソ ニ ー ビル で開 催

され,以 後,定 期 的 に行 われ る こ ととな った。 同展 は,

1975年 に は 「国際 コン ピ ュー タ ・アー ト展」,1978年 に

は 「生 活 と情 報 化 展 」 の新 部 門 と して,開 催 さ れ て 来

た。

芸 術 作 品 創 作 上 で の コン ピ ュー タの 役 割 はツ ー ル な の

か あ るい は,メ デ ィアな の か とい う問 題 は あ るが,て も

との 辞 典 を引 い て み る と

「アー トと は」 芸 術,美 術,さ し絵,技 術,技 芸,熟 練

す ぐれ た腕 前,人 工,技 巧,作 為,学

問,学 芸

とあ る し,現 代 用 語 の基 礎 知 識 で は,「 コン ピ ュー タ ア

ー ト」 とは 電 子 計 算 機 を利 用 した芸 術 とあ る し,コ ン

ピ ュー タに制 作 行 為 を代 行 させ て,新 しい 創 造 形 式 を求

め る試 み とあ る。 これ らに よ り,コ ン ピュ ー タ に デ ー タ

を入 力 し,道 具 と して使 用 す るか また は媒 体 と して何 を

使 用 し,最 終 的 に 出力 す る目的(形 式)に よ って で きあが

って くる作 品 が違 っ て くる。 例 え ば,コ ン ピュ ー タ ア ニ

メ ー シ ョン の場 合,紙 ま た は パ ネル 上 に作 画 す れ ば グ ラ

フ ィ ック とな り,こ れ を フ ィル ム,ビ デオ の 電子 符 号 に 出

力 す れ ば,映 像 お よ び ビデオ にな る。 ま た レー ザ ー 関係

で は,造 形 作 品 に もな り,こ れ を写真,パ ネ ル に と れ

ば,グ ラフ ィ ック作 品 に もな り,映 像 として と らえれ ば

8mm,16mmお よ び ビデオ 作 品 に もな る。近 頃 の コン

ピ ュー タ ・ハ ー ドウ エ アの 発 展 とソ フ トウ エ アの 開発 に

よ り さま ざまな 作 品 が現 われ て い るが 「アー ト展 」 お よ

び 「'78生活 と情 報 展 」等 に送 られ て くる作 品 を カテ ゴ リ

ー に分 け て み る と

● コ ン ピ ュー タ ・ア ー トの カ テ ゴ リー

視 覚 メ デ ィア作 品8mm,16mmフ ィル ム ビデ オ

(カ ラー,モ ノ ク ロ)グ ラ フ ィ

ック,習 字 等

聴 覚 メ デ ィア作 品一 音 楽,音 響(モ ノ ラル,ス テ レ

オ(2チ ャン ネル,4チ ャ ンネ

ル)

詩,文 学,舞 踊,一 作 品 規 模 は会 場 に お い て,バ ネ

一22一

演劇(台 本)

造形

システム作品

プ ロ グ ラ ムに よ る

参 加

ル 展 示 可 能 な状 態

一 彫 刻
,キ ネ テ ィッ ク

視 覚,聴 覚,制 御,混 合 メ デ ィ

ア,マ イ ク ロ コン ピュー タ,ミ

ニ コン ピ ュー タ,TSS,そ の

他 の機 構 に よ り,リ ア ル タ イ ム

(ま た は準 リアル タイ ム)に 作

動 す る創造 的 な シ ス テ ム

音 楽 の アル ゴ リズ ム,ま た は プ

ログ ラ ムに よ る参 加
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研 究 的 作 品 一 コ ン ピュ ー タま た は数 理 的 な方

法 に よ り,芸 術 分 野 の研 究 ・分

析 を 行 った作 品

ア イ デ ア作 品 コ ン ピ ュー タま た は数 理 的 な方

法 の芸 術 へ の利 用 の プ ラン段 階

での 提 示

とな る。

この展 覧 会 の 特 色 は,そ の 作 品 募 集 基 準 を,㌔ ン ピ

ュー タ を利 用 した芸 術 作 品,お よ び,各 種 の数 理 制 御 シ

ス テ ム を利 用 した芸 術 作 品 、 に お い て い る こ とで あ る
。

この 展 覧 会 の 作 品 展 示 内容 は,約40%(こ の 内米 国50

%ド/ツ20%フ ラ ンス10%,イ ギ リス10%,そ の他10%

の 割合)が,海 外 か らの 出展 者 で,著 名 な ア ー テ ィス ト

が,定 期 的 に,出 展 し て い る。 特 に,ManfredMohr

(ド イ ツ),AaronMarcus(米),CharlesCsuri(米,)

LillianSchwartz(米),HarvertFranke(ド イ ツ) ,Vera

Molnar(仏)達 は 世界 的 に活 躍 して お り,同 展 に も,た

び た び発 表 して い る。

同 展 の 最 近 の 特 筆 す べ き作 品 と して,昨 年,今 年 と二

回,参 加 した ビデオ 作 品"ANIMH"(CharlesCsur

作)が あ る。 従 来 の 映 像 作 品 の 制 作 手 法 で あ る,映 像 の

断 片(コ マ)の 合 成,あ るい は,X・Yプ ロ ッ ター な ど

で,描 画 した,グ ラ フ ィッ クの 積 み 重 ね に よ る,ア ニメ

ー シ ョンの 制 作 プ ロ セス を 行 わ ず
,人 間 と コ ン ピ ュー

タが,CRTデ ィス プ レZに よ って,直 接 対 話 し な が

ら,リ アル タイ ムで,三 次 元 アニ メ ー シ ョンを制 作 して

い る。

ま た,同 展 の海 外 出展 者 の大 半 は,ア メ リカ で あ る。

質 的 に も,量 的 に も,優 れ て い る が,ア メ リカの コ ン ピ

ュー タ ・アー トの 発展 の うち に は,強 力 な,財 政 的資 金

援助 が あ り,財 団,国,企 業 の 寄金,大 学 等 で の研 究 資

金 の投 入 や 奨 励金 制 度 な どの土 壌 が 存 在 し,そ の 中 で,

コ ン ピ ュー タ ・ア ー テ ィス ト達 が,青 くま れ,誕 生 して

い る。

米 国 で は こ う した財 政 的 バ ック ・ア ップ は,古 くか ら

行 わ れ,そ の 中 か ら,優 れ た ア ー テ ィス トや 作 品 を,生

み 出 して い る。 特 に,コ ン ピ ュー タ ・ミュー ジ ッ クの研

究 は1950年 か ら始 ま っ た とい わ れ,1957年 に は,イ リノ

イ大 学 で,世 界 初 の コン ピュ ー タ ・ミュ ー ジ ッ ク,弦 楽

四 重 奏 の た めの 、イ リア ッ ク組曲 、(ピ ラー,ア イ ザ ク

ソ ン)が 作 曲 され て い る。

コ ン ピ ュ・一夕映像 で も,1961年 に,ジ ョン ・ホ イ ッ ト

ニー 作 の 、カ タ ロ グ、 が 発表 され
,最 初 の コン ピ ュー タ

・フ ィル ム と され て い る。 ま た1966年 の ジ ェイ ム ズ ・ホ

イ ッ トニ ー の 映像 作 品,、 ラ ピス、 は,非 常 に優 れ た作

品 で,今 日で も,コ ン ピ ュー タ ・ア ー テ ィス ト垂 誕 の 作

と して,不 変 の人 気 を得 て い る。

5.ア ー トにおけ る マ イク ロコ ンピ ュー タの

台 頭

こ こ1～2年 の 目立 っ た傾 向 として,マ/ク ロ ・コ ン

ピュ ー タ に よ る,コ ン ピュー タ ・アー トの実 験 的 作 品

が,i登 場 しつ つ あ る。

女 子 美術 大 学造 形 学 教 室 で は,今 年 か ら,AppleHに

よ る,グ ラ フ ィッ ク制 作 の 試 み が 行 わ れ て い る。 ま た,

昨 年 の 「国 際 コ ン ピ ュー タ ・アー ト展 」 へ の参 加 を動 機

と して,今 年 初 め に,設 立 され た,芸 術 科 学 研 究 所 が あ

る。 この研 究 所 の設 立 の 目的 は,コ ン ピ ュー タ ・アー ト

の た め の,芸 術 用 ハ ー ド ・ウ エ ア,お よ び,ソ フ トウエ

ア を研 究 ・開 発 す る,と い う こ とで あ る。

ま た,マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タ とシ ンセ サ イ ザ ー を利

用 して,す で に企 業 化 した,若 手 グル ー プ もあ る。 東 京

秋 葉 原 に あ る,エ レク トロ ・サ ウ ンズ とい う会 社 で は,

独 自の ミ ュー ジ ック ・シス テ ムを作 り,す でに レコ ー ド

化 す るな ど,実 験 の段 階 か ら,実 用 の 段 階 へ と展 開 して

い る。

彼 らの 目指 す コン ピュ ー タ ・ミュー ジ ック は 今 ま で

の コン ピ ュー タ に よ る リズ ム生 成,旋 律 生 成 と い っ た音

楽 理 論 の 数 値 化 に よ る音 だ けの 変 化 か ら,さ らに 発 展 さ

せ,逆 演 奏,ラ ン ダ ム演 奏,二 声 の 平 均値 演 奏,表 現 領

域 まで の,イ ン タ ラ ク テ ィブな 変 化 を コ ン ピュー タで 行

う とい う こ とで あ る。

マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タの 目新 しい,コ ン ピ ュー タ ・ア

ー トの応 用 として
,レ ー ザ ー ・ビー ム ・デ ィス プ レイ が

あ る。1960年,T.H.メ イ マ ンに よ る,ル ビー の ロ ッ

ドを能 動 素子 と して,用 い た もの が,開 発 され て,約20

年 を経 た 今 日,レ ザ リア ムやELOな どの ア ー トへ の 応

用 が,活 発化 し,一 部 の グ ル ー プで は,す で に,マ イ ク
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ロ コン ピ ュ一 夕 と結 合 して,

パ タ ー ン を創 り出 して い る。

フ ァ ン タ ジ ッ ク な ビ ー ム ・

コ ン ピ ュ ー タ ・ア ー ト 発 展 史

イ リア ッ ク組 曲(ヒ ラー)

コン ピュータ カンタータ ・ス トラテジー(ク セナキ
ス)

東 北大 によ る山梨県立 工業 高校の校 歌作 曲

MUSICV

エ レ ク トUニ ック ・ア ー ト,ビ デ オ ・アー ト

LAPIS(J・ ホ イ ッFニ ー)

MATRIX(J・ ホ イ ッ トニー)

日本 初 の コ ン ピ ュー ク ・フ ィル ム(風 雅 の 技 法)

シ ン ポ ジ ウ ム 「電 子 計 算 機 と芸 術 」(CTG)

サ イバ ネ テ ィ ック ・セ レデ ィピ ィテ ィ展(英)

CTGコ ン ピ ュー タ ・)'一合ト展(日 本)

エ レク トiU・ マ ジ カ展(日 本)

コ ン ピ ュー タ ・ア ー ト展(カ ナ ダ)

国 際 コ ン ピ ュー タ ・ア ー ト展(カ ナ ダ)

サ イ バ ネテ ィ ッ ク ・ア ー トリ ップ展(日 本)

国 際 コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィ ック展(英)

サ イバ ー ン アー ト74(カ ナ ダ)〃

コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィッ クス ・シ ョウ(米)

国 際 コ ン ピュー タ ・アー ト展(日 本)

i国 際 ・ ン ピ ・一 夕 ・ア一 頃(日 本)

国 際 コ ン ピ ュー タ ・ア ー ト展(日 本)

「生活 と情報化展」に コンピュータ ・アー ト部門新設

メ デ ィア/コ ン ピ ュー タ関 係

11945世 界初 の電子計聯rENIA・ 」発表

CAD(MIT)

オ プ テ ィカル ・アー ト,キ ネ テ ィ ック ・アー ト流 行

IBM360み ど りの 窓 ロス クー ト

EXPOニ ュー ヨー ク

エ レキ流 行

レス ボ ン シ ヴ アイ 展

ライ ト ・ア ー ト

宇 宙船 地 球 号(フ ラー)

MIS

オ ン タ リオ ・サ イ エ ン ス ・セ ン タ ーIIITAC10

コ ン セ プ チ ュア ル ・ア ー トNEACM4

ク ロス トー ク ・メ デ ィア ・フ ェス テ ィバ ル(日 本)

EVEofTOMMOROW展 ユ ニパ ッ ク1100

EXPO大 阪IBM370

ス ー パ ー リア リズ ム

ドク メ ン タ展,公 衆 通 信 回線 開 放,4ビ ッ トマ イ コ ン

情 報化 週 間 始 ま るFACOM・U200仮 想 記 憶

ア ノ ニ マス ・ス ペ ー ス 電 通GEMARK皿

8ビ ッ トマ イ コ ン

IC自 由 化

ACOS,COSM,Mシ リー ズ

INFORUMの 提 案

16ビ ッ トマ イ コ ン

完全 自 由 化 秋 葉原 で コ ン ピ ュー タ を売 る
マ イ コ ン クラ ブ発 足
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1.シ ス テム ・アナ ラ イザ ー 開 発 委託 先決 定

マイ ク ロ コ ン ピ ュー ク振 興 セ ン クー(略 称MCC)に

お け る本年 度 事 業 の 一 つ で あ る 「プ ロジ ェク ト委 員会 」

で 開 発 を行 う こ とに な っ て い る,シ セ テ ム ・ア ナ ライ ザ

ー の 開 発委 託先 が第4回 委 員 会(9月21日)で 決 定 され

た 。

現 在 マイ ク ロ プ ロセ ッサ を組 み込 ん だ各 種 機 器 が,広

い分野 に わ た って 開 発利 用 され て い る。 シ ス テ ム ア ナ ラ

イ ザ ー は,こ れ らの機 器 開 発 に利 用 す る こ とが で きる開

発 支 援 シス テ ムをrTl的 と した機 器 で あ る。 現 在 各 メ ー カ

か ら,こ れ ら関 連 シ ス テ ム機 器 は販 売 され て い るが 高 価

で あ り必 ず し もす べ て の 機 能 を 必 要 としな い ことが 多

い。 ま た テ ス クー 的 な ロ ジ ッ ク ・ア ナ ライ ザ ー も数 種 類

市 販 され て い る が機 能 的 に十 分 とはい い が た い部 分 もあ

り本 プ ロジ ェク ト委 員 会 で は 安価 で しか もだれ もが簡 単

に操 作 で きる シ ス テ ム,ア ナ ライ ザ ー を開 発 す る こ とを

〔的 と しナこ。

な お,本 機 の 開 発 に あ た って の 基 本 的 な 条 件 は次 の と

お りで あ る。

① 可 能 な 限 り,各 種 の マイ ク ロ プ ロセ ッサ に適 用 可 能

な こ と。

② シ ス テ ム開 発 に 役 立 つ こ と。

③ シ ス テ ムの 保 守 に役 立 つ こ と。

④ 拡 張 性(表 示 機 能 な ど)を 有 す る こ と。

⑤ 可 搬 性 を有 す る こ と。

⑥ 既存 の機 器 に対 して,新 規 性 を持 つ こ と。

上記 条件 に よ りMCCの 会 員 に 対 して 公募 を行 った結

果 数社 か ら各 ユ ニ ー クな 機 器 の 提 案 を 受 けた が,本 プ ロ

ジ ェ ク ト委 員会 が審 議 を行 っ た結 果㈱ ソ フ ィア シス テ ム

ズ に 開発 委 託 を決 定 した。

新 し く開 発 され る シス テ ム ・ア ナ ライ ザ ー は,シ ス テ

ムハ ウス を 中心 と して幅 広 い ユー ザ に 対 して要 求 を み た

すことができる開発支援システムとして昭和54年3月 の

完成が待 ち望まれている。

2.委 員会の動き

MCCに 本年度設置 された各委員会は,現 在活発にマ

イクロコンピュータに関連 した各問題点の審議を行って

いる。各委員会の現況および今後の動 きについては次の

とお りである。

(1)基本問題委員会

マイクロコンピュータ産業においてシステムハウスを

中心として現状および将来の問題点を整理 し関連業界 と

の協力体制 を促進する方策等をとりまとめている。

本委員会 は,本 年度6回 の開催を予定 してお り,す で

に5回 を行った。委員は,学 習院大学田中靖政教授を委

員長 とした10名よ り構成 されている。

(2)応用技術調査委員会

マイクロコンピュータに関する応用技術は,対 象分野

も多く何を中心として調査すべ きかが大 きな課題 となっ

ている。本委員会における本年度の調査は,次年度以後に

具体的な調査を行 うための,基 本的かつ共通的な各分野

の問題点を整理 しとりまとめることにある。本委員会は

本年度5回 の開催を予定 してお り,す でに2回 行った。

委員は,京 都大学西川樟一致授を委員長 とした8名 より

構成 されている。

(3)プロジェクト委員会

システム・アナライザー開発委託先 との契約を終え,

開発作業が順調に進 められている。今後は,開 発委託先

からの中間報告に基づ き開発中における問題点を検討 し

てい くこととする。

本委員会はすでに5同 行ってお り年度内に追加開催を

予定 している。委員は,電 子技術総合研究所田村浩一郎

氏を委員長 とした8名 よ り構成 されている。

(4)利用研究会実行委員会

MCCで は当会員に,マ イクロコンピュータに関する

最新情報の紹介,研 究会,講 演会等を行 うことにより,

幅広い情報を提供 している。これらの企画,運 営を行 う

機関として,本 年度実行委員会を設置 した。第1回 の実

行委員会 は,10月23日 に開催した本年度の利用研究会の

運営方針等について審論を行った。
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情報処理研修センター研修講座のご案内

新 設:モ ジ ュ ラ ・プ ログ ラ ミ ング 技 法 コー ス

本 講 座 は,企 業 で 活 用 す るた めの ソ フ トウエ ア ・エ ン

ジ ニ ア リン グ諸 技術 の 習得 を 目 的 と して お り
,カ リキ ュ

ラ ム は モ ジ ュ ラ ・アー キ テ クチ ャ(MA)と よ ば れ る体

系 に もとつ い て構 成 して い ます 。MAと は,

〉集 団 に よ る組 織 的 活 動 と しての ソ フ トウ エ ア開 発 を前

提 とす る。

b単 に プ ログ ラ ミン グだ けで な く,シ ス テ ムの 設 計段 階

か らプ ログ ラ ミン グ,テ ス ト,保 守,改 訂 ま で,シ ス

テ ムの 開 発 ・運 用 の全 工 程 を カ バ ー す る。

治 開 発 の管 理責 任 者,設 計 者,プ ログ ラ マな ど,そ れ ぞ

れ の立 場 に応 じて メ リ ッ トが あ る。 ま た,そ れ ぞ れ の

能 力 の向 上 に役 立 つ 。

治 固 定 的 な アー キ テ クチ ャで な く,企 業 の特 性 に応 じて

可 変 的 に考 え られ る。

な どの特 長 を も って お り,モ ジ ュ ラ ・プ ロ グ ラ ミング(M

P)に お け るモ ジ ャー ル の考 え方 を シ ス テ ムの 設 計 ・開

発 ま で拡 張 し,企 業 情 報 処 理 シス テ ムの 基 本 的 開 発 方式

に ま で 高 め た と ころ に重 要 な 意 味 が あ りま す。 本 講 座 で

は このMAの 枠 組 に沿 って,各 段 階 で駆 使 され る技 法 を

解 説 して ま い りま す。

●研 修 期 間 昭 和54年1月29日(月)～2月2日(金)

(計5日 間)

●研 修 時 間9:30～16:30

●研 修 料5万 円

●対 象 者 ○社 内の ソ フ トウ エ ア開 発 の体 系 化 を考 え

て い る方

○ さ ま ざ まな 新 しい技 法 を活 用 しよ う と考

え てい る方

o社 内の ソ フ トウエ ア開 発 や メ ン テ ナ ンス

問題 を改 善 した い と考 えて い る方

●研 修 内 容

1.ソ フ トウエ ア工 学 とモ ジ ュ ラ ・プ ログ ラ ミ ン グ

(大 型 ソ フ トウエ ア開 発 の 問題 点,ソ フ トウエ ア工

学 の ア プ ロー チ,モ ジ ュ ラ ・プ ロ グ ラ ミング とは)

2.モ ジ ュ ラ ・プ ログ ラ ミ ング ・ア ー キ テ クチ ャ(企

業 に お け る ソ フ トウエ ア開 発,モ ジ ュ ラ ・ア ー キ テ

ク チ ャの フ レー ム ワー ク,機 能 設 計 とモ ジ ュー ル設

計)

3.モ ジ ュー ル設 計 技 法1(機 能 設 計 の諸 視 点 －SP

的 視 点,SD視 点,HIPO的 視 点,ワ ー ニ エ的 視

点)

4.モ ジ ュール 設 計 技 法H(機 能 モ ジ ュー ル とプ ロ グ

ラ ム ・モ ジ ュー ル決 定 の 検 討,モ ジ ュー ル と イ ン タ

フ ェー ス の仕 様)

5.プ ログ ラム ・テ ス トと その ツ ール(プ ログ ラム ・

テス トに つ い て の考 察,プ ログ ラム ・テス トに つ い

て の考 察,プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト,モ ジ ュ ール ・テ ス

ト,テ ス タ/ア ナ ライ ザ)

6.標 準 モ ジ ュー ル ・ライ ブ ラ リ(モ ジ ュー ル ・ラ/

ブ ラ リの レベ ル,事 務 処 理 標 準 ロ ッ ク,ラ イ ブ ラ リ

の功 罪,そ の 利 用 法)

7.モ ジ ュ ラ ・ア ー キ テ ク チ ャの 応 用(大 規 模 シ ス テ

ム とモ ジ ュラ ・ア ー キ テ ク チ ャ,小 規 模 シ ス テ ム と

モ ジ ュラ ラ ・ア ー キ テ ク チ ャ,プ ロ グ ラ ミン グ言語

とモ ジ ュ ラ ・プ ロ グ ラ ミン グ)

8.ソ フ トウ エ ア ・開発 の 方 法 論(シ ス テ ム設 計 と開

発 体制,開 発 環 境 と支 援 シ ス テ ム,支 援 シス テ2、の

機 能,設 計 の 問 題)

9.開 発 支 援 シス テ ム(支 援 シス テ ムを用 い た設 計 演

習)

10.総 合 討 論(設 計演 習 反 省,モ ジ ュラ ・ア ー キ テ ク

チ ャを め ぐる ブ レー ン ・ス トー ミン グ)

●講 師.

鈴 木 道 夫㊥ 電 力 中 央 研 究 所,坂 内 広蔵 動 電 力 中 央研 究

所,佐 藤 隆 中 国 電 力㈱,落 合 隆 富 士通 ㈱,西 村 真 一 郎間

日本 情 報 処 理 開発 協 会

●申 込 み,問 合 わ せ先

本 件 に 関 す るお 申 込 み,お 問合 わ せ は下 記 宛 に お願 い

い た しま す。

〒105東 京 都 港 区 浜 松 町2丁 目4番1号 世 界貿 易

セ ン タ ー ビル7階

(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協会 情 報処 理 研 修 セ ン ター

電 話03(435)6513,6514
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「情報 」 に未来 へ の夢 を託 して

日本科学技術情報センターの活動

特殊法人 日本科学技術情報センター

業務部市場開発課

小 守 利 雄

81ml聞1

戦後の経済復興 も一応終了し,急 テンポで高度経済成

長期へ移行しつつあった昭和30年 代の初め,わ が国の研

究者,技 術者 は,各 種研究開発に必要な情報,な かんず

く海外の先進科学技術情報を渇望 してお り,そ の入手に

多大の時間と労力を費やす状況にあった。

そこで,国 家的な規模で,国 内はもとより世界各国の

科学技術情報を網羅的に収集 し,必 要に応 じて,迅 速か

つ適確に提供する機関の設立が望まれるようになった。

こうした社会的背景のもとに,昭 和32年 国会において

日本科学技術情報センター法が成立 し,特 殊法人 日本科

学技術情報センター(略 称JICST)が 誕生した。

その後,JICSTは 毎年政府からの出資金 と補助金を受

け,さ らに自らの事業収入 も加 えて着実な歩みを続け,

この20年 間に名実ともにわが国における科学技術情報活

動の中枢的な機関 として成長,発 展をとげてきた。

職員数 も当初の62名 から今では300余 名を数えるに至

り,昭 和35年 に大阪支所を開設 したのを手はじめに,名

古屋,広 島,北 九州の各都市に順次支所 を設 け,さ らに

昭和50年 には本部の営業部門を東京支所 として独立させ

る一方,本 年10月 には筑波研究学園都市内に支部を開設

した。

今後 さらに仙台,札 幌,北 陸,四 国地方にも支所を開

設の予定で,各 地方の地域条件に合 ったよ りきめの細か

いサービスを目指す と同時に,オ ンラインによる情報サ

ービス ・ネットワークの整備,拡 充を指向している。

また,ラ"fブ ラリー機能の充実をはかるため,昭 和52

年度から3カ 年計画で都内練馬区に文献資料館の建設 を

進めている。

さて,JICSTの 業務は

①国内外よ り情報を収集 し

② これを利用しやすいように加工,処 理 して

③利用者に提供する/'SVh

とい う三つの大 きな柱からなっている。

JICSTで は現在,天 文学,基礎数,学 生物学を除 く理工

学全分野 と薬学,管 理システム技術,環 境公害 とその関

連分野,エ ネルギー分野を対象に,国 内外54カ 国から次

のような規模で情報を収集している。

外 国雑 誌5,100種

国 内雑 誌3,400種

会 議 資 料700件

技 術 レポ ー ト44,000件

特許明細書48,000件

特許公報36種

調査用資料180種

検索用ファイル2種

JICSTが 収集するこれらの膨大な最新科学技術情報

は,全 世界の重要な情報のほとんどを含み,諸 外国の情

報機関に比べても決して劣 るものではない。

これらの最新技術情報の中から必要な ものを的確に引

き出すためには,文 献の抄録や索引を作成するいわゆる

二次資料化が必要である。JICSTで はこの情報の加工,

処理の工程に最大限の力を注いでおり,職 員の約半数 を

充当している。

100余 名の科学技術の専門家(情 報員)が 毎日入荷す

る雑誌,レ ポー ト,会 議資料の中か ら,有 用な記事を採

択 し,抄 録の作成やキーワー ド付与 ・分類など一連の索

引作業を行っている。 しかし,年 間40万 件に近い論文を

内部のみで処理することはできないため,全 国に及ぶ第

一線の研究者,技 術者約4,000人 を専門分野別,語 学分

野別に組織化 し,「 外部抄録協力者」 として協力を得て

いる。

こうして完成 した抄録原稿は,す べてコンピュ』タに
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入 力 され,校 正 作 業 を経 て後,JICSTの 情 報 提 供 サ ー

ビス の根 幹 を な す校 正 済 の記 事 フ ァイ ル とな る
。 文 献 速

報 を は じめ,JICSTの 主 要 な 情 報 提 供 は この フ ァイ ルが

元 とな る。

JICSTの 情 報提 供 は,「 トー タル 情報 サ ー ビス」 と し

て 次 の よ うに 分 け られ て い る。

① 出版 物 サ ー ビス

② 磁 気 テ ー プ提 供 サ ー ビス

③ 受 託 サ ー ビス(複 写,翻 訳,調 査 な ど)

④ 機 械 検 索 サ ー ビス

⑤ オ ン ラ/ン 情 報 検 索 サ ー ビス(JOIS)

⑥ 閲 覧 サ ー ビス

⑦ その 他 の サ ー ビス(講 習 会,研 修 会 等)

ま ず,出 版 物 サ ー ビス は,わ が 国最 大 の 日本 語 に よ る

抄 録 誌 「科 学 技術 文 献速 報 」(物 理,電 気,化 学,機 械

金 属 土 建,管 理 シス テ ム技術,環 境 公 害,原 子 力,エ

ネ ル ギ ー な ど11シ リー ズ)を は じめ,外 国特 許速 報(化

学 縮),海 外 技 術 ハ/ラ イ ト,情 報管 理 な ど10数 種 を発

行 して い る。

「科 学 技 術 文 献 速 報 」 に は年 間40万 件近 い抄 録 が掲 載

され,冊 子 形 態 の 他,カ ー ド版,マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ版

で も発 行 して い る。

ま た,磁 気 テー プ提 供 サ ー ビス は文 献 速 報 の 内容 をI

R用 に編 集 して磁 気 テ ー プ形 態 で の発 行 も行 って い る。

次 に文 献 速 報 に よ る情 報 提 供 の バ ック ア ップ ・サ ー ビ

ス と して,利 用 者 個 々 の 注 文 に応 じ る受 託 サ ー ビス を用

意 して い る。

す な わ ち,原 文 献 を コ ピー して提 供 す る複 写 サ ー ビス,

入 手 した原 文 献 ま た は利 用 者 手 もちの 文 献 の和 訳,欧 訳

を行 う翻 訳 サ ー ビス,さ らに,あ る特 定 テ ー マ に よ る文

献,特 許 等 の 調査 サ ー ビス,利 用 者 の 希望 す る文 献 を抄

録 化 す る抄 録 サ ー ビス,新 着雑 誌 の 目次 部分 の み を入 荷

次第 コ ピー して提 供 す る コ ン テ ン ツシ ー ト ・サ ー ビスな

どで あ る。

機 械 検 索 サ ー ビス は,コ ン ピ ュー タ を使 って 利 用者 の

求 め る文 献 をサ ・・一・チ す る もの で,RS(遡 及検 索)サ ー

ビス とSDI(選 択 的 情 報提 供)サ ー ビス の2種 が用 意

{・会輌 ン1

されている。

さて,JICSTオ ンライン情報検索サービス(略 称JO

IS)は 現在JICSTが 行っている諸サービスの中で各界

より最 も強い関心と期待を寄せられているものである。

JOISは,JICSTが 独自に開発 し,昭 和51年7月 か

ら一般に公開してきたもので,特 定回線,公 衆回線の二

本建てで実施 しているが,い ずれ もJICST本 部の電算

機システムとオンラインで結んだ端末機 を操作すること

により,距 離や場所に関係な く,約450万 件を超す情報

検索用ファイル(現 在JICST理 工学文献,CAC化 学文

献,MEDLARS医 学文献,研究過程情報の4フ ァイルを

サービス中)か らキーワー ド,分 類,著 著名などを使っ

て,即 時に必要 とする文献の書誌データを検索すること

ができるたいへん便利な ものである。

特定回線端末は,現 在,東 京,大 阪,名 古屋,広 島,

筑波の各支所,支 部のほか外部機関数ヵ所に設置 されて

お り,護 れで も自由に使用できる。なお,特 定回線によ

るJOISサ …一ビスのネット・ワークを全国規模に拡大

するため,今 年度中に九州支所および仙台,札 幌に も端

末を設置する予定である。

一方,電 話型公衆回線を使ったJOIS公 衆回線サー

ビスは,東 京,大 阪,名 古屋地区で実施中であるが
,一

般に市販 されている商用TSS端 末機 さえあれば,全 国

どこからでも手軽に利用できるメリットが好評を得,約

100台 が稼動中で,今 後のサー ビスネットの拡大が期待

されさいる。

JOISは 現在のところ,英 字カナ文字で書誌事項の

みの出力であるが,次 年度からは漢字端末を公開予定で

その時には漢字かな混 りで,し かも抄録まで出力可能 と

なるため,新 規ファイルの追加 と相まって,よ り一層の

充実 したシステムとなる。

以上のほか,JICSTで は情報管理関係の講習会 ・研修

会の開催,本 部閲覧室における過去5カ 年の保管資料の

閲覧サービスなどを用意 している。 これら各種のサービ

スは皿PDECの 会員各社に も十分お役に立つものと思わ

れるので,一 度お問合せいただければ幸いである。
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◇'78コ ンピ ュー タ白書 発行

当 協 会 で は この ほ ど'78年 度 版 コン ピ ュー タ白書(B

5版400ペ ー ジ定価4200円)を 発 行 した。 内容 は本 誌 は

さみ こみ の は が き記 載 の とお りで初 版 刊 行 以 来13盗 め に

な る。

購入 の お 申 し込 み は この は が きに所 要事 項 を記 入 の う

え コ ン ピ ュー タ ・エ ー ジ社 へ 。(切 手 不 要)な お 内容 に

つ い て の お問 い合 わせ ば 当協 会 技 術 課 電 話(03)434

-8211内 線536ま で
。

◇ 世 界 コ ンピ ュ ー タ年 鑑1978年 版 発行

当協 会 で は さ きに1978年 版 世界 コ ン ピ ュー タ年 鑑(B

5判396ペ ー ジ,定 価4800円)を 発 行 した。 これ は従 来

「海 外 の情 報 産 業 」 と して 毎 年 発 行 して きた も の を 今

回,構 想 を改 め,最 新 の 資 料,年 表 な ど を加 え,世 界40

か 国 の コ ン ピ ュー タ産 業 の動 向 と将 来 の 予 測 を ま と め た

もの で あ る。 購 入 の お 申込 み は コ ン ピュ ー タ ・エ ー ジ社

電 話(03)581-5201へ 。 ま た 内容 に つ い て の お問 合 せ は

当 協会 調 査 課 電 話(03)43+8211内 線539ま で。

◇ 第3回 会 員 例 会

本 年 度 第3回 の賛 助 会 員 例 会 は,さ る11月22日(水)

午 後2時 か ら米 国INPUT社 のStanlyMantell副 社長

を講 師 に 迎 えて 開催 され た。

テ ー マ は 「プ ラ グ ・コン パ チ ブル ・メ ー カの ユ ーザ に

与 え る イ ンパ ク ト」 で同 氏 は この な か でIBMの80年 代

に 向 けて の戦 略 と370,3033な どのIBM機 に対 し互 換 性

を持 つ ア ム ダー ム,ア イ テ ル,CDCな ど他 の メイ ン ・

ソ レー ム ・メ ー カの 動 向 に つ い て の べ る と と もに,80年

代 に 確立 す る とみ られ るDBMS(デ ー タ ・ベ ー ス ・マ

ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム)の ユ ー ザ 側 か らの評 価 方 法 に つ

いて もふ れ た 。(参 加 者60名)

◇ コ ン ピ ュー タ ・ トップ ・セ ミナ ー

官 公庁 の トップ層 の 方 々 を対 象 と して,コ ン ピ ュー タ

とそ の 利 用 に つ い て の基 本 的知 識 を 習得 して い た だ くた

め の コ ン ピ ュー タ ・ トップ ・セ ミナ ー を 明年1月,二 泊

三 日の 予 定 で 開催 す る。

期 日:1月24日 ～26日

会 場:芝 パ ー クホ テ ル(宿 泊 ・講 義)

当協 会 電 子 計 算 機 室(機 械 実 習)

◇第2回 シンポジウム

本年度第2回 の 「情報処理に関す るシンポジウム」を

㈲大阪科学技術センター,㈲ 関西情報センターの協賛,

通商産業省の後援によ り開催した。

期 日:昭 和53年12月14日

会 場:大 阪府商工会館

テーマ:マ イクロコンピュータの利用について

●
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賛 助 会 員 例 会

◇北川一栄氏死去

当協会理事の北川一栄氏は,か ねて病気療養申のとこ

ろ,さ る11月17日 逝去されました。

ここに生前のご尽力に感謝するとともに,慎 んでご冥

福を祈 ります。

同氏は昭和51年3月 より当協会の理事を務められkほ

か,産 業構造審議会情報産業部会長,情 報処理振興審議

会会長,翻 関西情報センター理事長などを歴任し,わ が

国の情報産業の発展に大 きな足跡を残 されました。
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◇52年 度事業報告書

報告 書,映 画,ス ラ イ ドの ご案 内

欧 米 の デ ー タベ ー ス ・サー ビス ー 海 外 調 査 貝 報 告 …

海 外 の 情 報 産 業

*総 合 貿 易 情 報 シス テ ム調 査 報 告 書(VI)

*国 際 情 報 ネ ッ トワー ク に 関 す る調 査 研 究 報 告 ば

オ ン ライ ン孟 要 調査 報 告 書

オ ン ラ/ン シ ス テ ム振 興 に関 す る基 本意 見 調 査報 告 、1}:

*シ ス テ ム監 査 の現 状 と問 題 点

一 情 報 化 社 会 の 健 全 な ルー ル 確 立 を もと めて

マ イ ク ロ コン ピュー タの 養 鶏 お よ び

鶏卵管理システムの応用に関する調査研究

分散型 リソース処理技術の研究開発
'77情報化国際講演 ・討論会

貿易情報システム化の話

コンピュータ・セキュリティ関係資料要訣集

※.ヒ級情報処理技術者育成指針(第1部 ～第3部)

映 画

頒 布 価 格
題 印 仕 様 ㌧

般蜘 会員

轡 コ ン ビ 　 ・・塩 ・ ・-27分 、92・ … 円,8・,・ ⇒

;㍑ プ と ソ16P・E・ ・-26分i・4・ … 円186,… 円:

考 え る捲i16%カ ラ ー24分194・000円86・ …1'」
,「

和 こち の情 報戦 略
116Ydiカ ラー25分jl/s・ooe円llO8,00C円 、

聖 の 健 康 を めi1蹴 ・一・・分`126,… 円e116,… 円

璽㌶i鰐;:謬:1艦 当
6Xピ ユ一 夕の あ16%・ ・一 ・・分1・6,… 円1・8・ … 円,

貸 出料:賛 助 会 員,一 般 と も1日2,200円,2日 目以降 半 額

◇ ビデ オ ・プ リ ン ト(頒 布 の み)

i婿 §「1・i6・・ロ …4,縮-三:・ ・F・]
ト コ ココロコ 　 　 へ 　 　ア 　

… ノ … 一,1ノ_

1チ 般,42・000円 チ1般47,000円

映 画 お よび ビデ オ ・プ リン トの頒 布 ま た は貸 出 し ご

希望 の方 は 当 協会 技術 課(434-8211内 線525)ま

で ご連 絡 くだ さい。

分 類 番 号

52-ROOI

52-ROO2

52-ROO3

52-ROO4

52-ROO5

52-ROO6

52-ROO7

52-ROO8

52-SOOI

52-EOO2～EOO4

価 格

2,500円

A庫 な し

1,600円

3,500「1]

1,800円

3,200円

2,500円

2,800円

6,500円

1,600ド 」

900円

1,400円

12,000円

トスキテ●ドイーフス

格価

員会助賛

布

般

頒

.
一

式形様

円

円

oo

oo

口

"

41

41

円

円

oo

oo

O

ゆ

46

46

トン

ル

ウ

ー

マ

ロ

プーテ講

円

円

oo

oo

口

口

46

46

円

円

oo

oo

泊

0

50

50

トン

ル

ウ

ー

マ

ロ

付ト

テ

ス

講

9
し

キ

6 プ一

仕

合

な
テ
全
付

テ

名ドイーフス

い
…締

付トスキ
L

い
30

し

co

さや

円

円

oo

oo

口

0

50

40

円

円

oo

oo

ほ

山

田
㎏

`

トン

ル

ウ

ー

マ

ロ

プーテ講ヨ全

付タ【ユ

い
ピ

し

ン

さ

コ

や

円

円
oo
oo

山
川

55

45

円

円

oo

oo

ω

"

60

55

トン

ル

ウ

ー

マ

ロ
ー

プ{テ講　全

付ターユ

の
ピ

ち

ン

た

コ

私

円ooO旧いと般一風会助賛料出資

テ キ ス ト 名

や さしいFORTRAN

や さしいCOBOL

OHP利 用 ガイ ド

OHP原 図

頒 布 価 格

一 般 已 助会∋

iゐ1
,200円 …

⇒
③… ∋

6・…Fi]1

1,000円

700円

2,400円

6,000円

上 記 報 告 書 お よ び ス ラ イ ド ・テキ ス トの頒 布 ま た は 閲覧e希 望 の 方 は当 協 会普 及 課(434-8211内 線535)ま で ご

連 絡 くだ さい。 な お,*印 の 報告 書 に つ い て は,コ ン ピュ ー タ ・エ ー ジ社(581-5201)で も取扱 って お ります 。

※ 印 の報 告 書 は 当協 会 情 報 処 理研 修 セ ン ター教 務 課(435-6513,6514)ま で ご連 絡 くだ さい。

「㌫ 三 二=三 ㌶ 蒜 言:㌶;硲 ㌫ ㌫ 亘る算 ㌃ 三 ㌫1口 嘉;蕪 雑 τぞ㌫:二 ㌃ ⊃

iで,ご 希望の方・・当協会調査課(434-8211内線538)までC"連絡・ださ…1
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